
魯
迅
と
厨
川
自
村

楠

原

俊

代

京

都
大

草

1
､
は
じ
め
に

二
､
一
九
二
四
年
二
五
年
の
特
異
性

三
､
魯
迅
と
厨
川
自
相

磯
諸
の
時
期

｢苦
悶
の
象
徴
｣

｢象
牙
の
塔
を
出
て
｣

両
者
の
一
致

一
九
二
四
年
二
五
年
に
於
け
る
魯
迅

ま

と

め

四
'
徒
束
の
見
解
に
封
す
る
批
判

五
､
お
わ
り

に

｢

は

じ

め

に

こ
の
小
論
で
は
､

一
九
二
四
年
及
び

一
九
二
五
年
に
於
け
る
魯
迅

魯
迅
と
厨
川
白
村

(楠
原
)

の
文
垂
活
動
を
通
じ
て
､
彼
に
と
っ
て
書
-
と
い
う
事
が
ー

一
腹
如

何
な
る
意
味
を
持
つ
行
為
で
あ

っ
た
の
か
を
ー
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
目
的
で
あ
る
｡

一
九
二
四
年
二
五
年
の
両
年
ー
殊
に
一
九
二
五
年
は
特
記
さ
れ
る

べ
き
時
期
で
あ
る
｡
何
故
な
ら
ば
､
彼
の
一
生
を
通
じ
て
最
も
多
作

な
時
期
の
一
つ
で
あ
-
1
し
か
も
そ
れ
ら
の
著
作
が
ー
小
説

･
難
感

･
翻
茅
等
作
品
の
形
式
と
し
て
も
最
も
多
様
な
形
を
採

っ
て
い
る
か

(-
)

ら
で
あ
る
｡
そ
れ
は
､
魯
迅
に
於
け
る
最
も
多
様
な
可
能
性
の
現
わ

れ
で
は
な
か
っ
た
か
｡

亘
大
な
生
命
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ー
様
々
な
形

式
に
於
い
て
放
出
さ
れ
た
時
ー
魯
迅
の
本
質
と
も
言
う
べ
き
も
の
は
ー

不
完
全
な
形
で
で
は
あ
れ
ー
最
も
よ
-
現
わ
れ
出
る
は
ず
で
あ
る
｡

そ
し
て
こ
の
問
題
を
考
え
て
行
-
上
で
ー
厨
川
自
村
(明
治
十
三
年

～
大
正
十
二
年
)
の
存
在
を
無
敵
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
と
こ
ろ
が
､

魯
迅
と
厨
川
自
村
の
関
わ
り
の
大
き
さ
に
つ
い
て
､
こ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど
論
及
さ
れ
て
は
い
な
い
事
を
ー
こ
こ
で
付
言
し
て
お
き
た
い
｡

(詳
し
-
は
'
本
論
第
四
章

｢従
来
の
見
解
に
封
す
る
批
判
｣
一
〇
二
頁
以

下
を
参
照
)
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第
二
十
六
耕

ニ
ー

一
九
二
四
年
二
五
年
の
特
異
性

ま
ず

l
九
二
四
年
二
五
年
の
両
年
が
､
魯
迅
の
一
生
の
内
で
､
如

何
な
る
位
置
を
占
め
る
の
か
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
き
た
い
｡
時
期

区
分
は
ー
王
士
苛
の

｢
魯
迅
俸
｣
に
よ
る
｡

幼
年
時
代
‥
一
歳
～
十
三
歳
(
l
八
八
1
-
1
八
九
三
)｡
九
月
二

十
五
日
ー
新
江
省
紹
興
の
読
書
人
の
家
柄
に
生
ま
れ
る
｡
姓
は
周
ー

名
は
樹
人
､
字
は
濠
才
､
幼
名
樟
幕
｡

徒
小
康
人
家
而
墜
入
国
頓
'.十
三
歳
～
十
八
歳

(
l
八
九
三
-
1

八
九
八
)｡
周
家
没
落
か
ら
ー
一
八
九
八
年
五
月
､
南
京
に
赴
-
ま

で
｡走

出
了

｢
狭
的
寵
｣
‥
十
八
歳
～
二
十
二
歳

(
一
八
九
八
～
一
九

〇
二
)｡
南
京
に
て
勉
学
｡

一
九

〇
二
年
三
月
､
日
本

へ
留
学
｡

在
日
本
+.
二
十
二
歳
～
二
十
九
歳
(
1
九
〇
二
-
1
九
〇
九
)0

回
到
故
郷
二

一十
九
歳
～
三
十

一
歳
(
一
九
〇
九
～
一
九
二

)0

一
九

〇
九
年
八
月
帝
国
後
､
辛
亥
革
命
を
迎
え
る
ま
で
O

況
獣
三
二
十
二
歳
～
三
十
八
歳
(
1
九
二
1-
1
九
1
八
)｡

1
九

一
二
年
革
命
挫
折
の
後
ー
五
月
ー
政
府
の
移
韓
に
伴
い
北
京

へ
｡

お
よ
び

岡
城

輿

務

往
‥
三
十
八
歳
～
四
十
六
歳
(
一
九
1
八
-
l
九
二
六
)0

1
九

一
八
年
四
月
ー

｢
狂
人
日
記
｣
を
書
き
ー
以
後
は
ぼ
間
断
な

-
文
筆
生
活
を
績
け
る
｡

慶
門
-

虞
州
1

上
海
'+四
十
六
歳
～
四
十
七
歳
(
l
九
二
六

～
一
九
二
七
)0

被
圃
攻
'.四
十
七
歳
～
五
十
歳
(
1
九
二
七
-
一
九
三
〇
)0

虞
理
･
光
明

･
力
量

‥
五
十
歳
～
五
十
六
歳

(
1
九
三
〇
～
l
九

三
六
､
十
㌧
十
九
)｡

お
よ
ぴ

そ
し
て
王
士
青
が

｢哨
威

輿

紡

径
｣
(
一
九
一
八
-
一
九
二
六
)
と
名

付
け
る
一
時
期
は
ー
ま
た
一
九
二
三
年
を
境
界
と
し
て
､
二
つ
に
区

分
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
(別
表
参
照
)ブヲソ
ク

一
九
二
三
年
は
､

一
つ
の
大
き
な

空

自

で

あ
る
｡
そ
れ
は

｢
狂
人

日
記
｣
を
書
い
て
後
､
死
に
至
る
ま
で
績
け
ら
れ
た
魯
迅
の
文
筆
活

動
の
上
で
ー
最
も
寡
作
の
年
で
あ
-
1
わ
ず
か
に

｢墳
｣
所
収
の
二

編
ー
｢集
外
集
拾
遺
｣
所
収
の
二
編
ー
塀
等
の

｢
現
代
日
本
小
説
集
｣

等
が
あ
る
ば
か
-
で
あ
る
｡

一
九
二
三
年
と
い
う
空
自
を
境
界
と
す
る
前
年
､
即
ち

一
九

1
八

年
か
ら

一
九
二
二
年
に
至
る
ま
で
の
五
年
間
に
は
ー

第

一
小
説
集
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*
1
九
二
四
年
l
月
二
十
八
日
に
書
か
れ
た
も
の
に
､
1
九
二
五
年
九

月
二
十
四
日
付
け
の
訂
正
が
付
け
ら
れ
て
い
る
｡

｢哨
戚
｣
所
収
の
作
品
全
十
四
編
ー
最
初
の
雑
感
集

｢
熱
風
｣
所
収

の
作
品
全
二
十
八
編
中
二
十
七
編

(但
し

｢題
記
｣
は
除
-
)､
そ
の
他

｢墳
｣
･
｢集
外
集
｣
･
｢集
外
集
拾
遺
｣
等
に
収
め
ら
れ
た
若
干
の
作

品
ー
及
び
か
な
-
の
研
.%
が
あ
る
｡

一
方
､

l
九
二
三
年
を
境
界
と
す
る
後
牛
の
一
九
二
四
年
二
五
年

の
両
年
に
は
ー
第
二
小
説
集

｢紡
復
｣
に
収
め
ら
れ
た
作
品
全
十

一

編
､
散
文
詩
集

｢
野
草
｣
所
収
の

｢
題
辞
｣
を
除
-
作
品
全
二
十
三

編
中
二
十

一
編
が
あ
る
｡
更
に
一
九
二
五
年
に
は
極
め
て
多
-
の
雄

感
文
が
書
か
れ
､
激
し
い
論
肇
が
行
な
わ
れ
て
い
る
｡
そ
の
大
部
分

魯
迅
と
厨
川
白
村

(楠
原
)

(2
)

で
あ
る
三
十

一
編
は
ー

｢華
蓋
集
｣
に
収
め
ら
れ
て
い
る
｡
ま

た

こ

の
時
期
に
は
､
厨
川
自
村
の

｢
苦
悶
の
象
徴
｣
･
｢象
牙
の
塔
を
出

て
｣
を
始
め
と
す
る
禰
講
も
な
さ
れ
て
い
る
o

｢
哨
威
｣
所
収
の
小
説
全
十
四
編
は
ー

一
九

一
八
年
四
月
か
ら

一

九
二
二
年
十
月
ま
で
に
渡

っ
て
書
か
れ
た
の
に
封
し
､

｢
紡
径
｣
所

収
の
小
説
は
､
二
四
年
に
四
編
ー
二
五
年
に
七
編
ー

｢
野
草
｣
所
収

の
作
品
は
ー
二
四
年
に
六
編
､
二
五
年
に
十
五
編
も
書
か
れ
て
い
る
｡

雑
感
に
つ
い
て
は
ー
魯
迅
自
身

｢華
蓋
集

･
題
記
｣
に
於
て
､
以
下

の
如
-
に
述
べ
て
い
る
O

｢
一
年
の
最
後
の
深
夜
に
ー
こ
の
一
年
間
に
書
い
た
雑
感
を
整
理

し
て
み
る
と
ー

『
熱
風
』
所
収
の
ま
る
四
年
間
に
書
い
た
も
の
よ

り
も
多
-
な
っ
た
｡
｣
(
1
九
二
五
年
十
二
月
三
十
1
日
)

但
し
こ
の
場
含
ま
る
四
年
間
と
は
い
っ
て
も
､

一
九

1
八
年
二
l

年
二
二
年
二
四
年
の
各
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
ー
｢熱
風
｣

所
収
の
薙
感
は
一
九

一
八
年
か
ら
二
四
年

一
月
ま
で
の
ー
ほ
ぼ
六
年

間
に
渡

っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
｡
そ
れ
よ
-
も
ー

一

九
二
五
年
に
書
か
れ
た
雑
感
の
方
が
多
い
の
で
あ
る
｡

以
上
の
奉
賛
か
ら
だ
け
で
も
､

一
九
二
四
年
二
五
年
の
両
年
ー
殊
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第
二
十
六
筋

に
一
九
二
五
年
に
於
て
ー

魯
迅
の
創
作
熱
が
如
何
に
高
ま
っ
て
い
た

か
が
ー

一
目
瞭
然
で
あ
る
｡
作
品
の
形
式
の
多
様
性
に
関
し
て
は
ー

な
る
ほ
ど
一
九
二
三
年
を
境
に
し
た
前
牛
の
時
期
に
も
､
小
説

･
雑

感
の
両
方
が
書
か
れ
､
聯
諸
も
ま
た
な
さ
れ
て
は
い
る
｡
し
か
し
そ

れ
ら
が
､
二
四
年
二
五
年
の
両
年
に
お
け
る
魯
迅
の
創
作
熱
と
は
比

べ
る
べ
-
も
な
い
こ
と
は
ー
今
こ
こ
で
明
ら
か
に
し
た
通
-
で
あ
る
｡

時
期
区
分
と
し
て
は
､
二
四
年
二
五
年
ー
そ
れ
に
二
六
年
八
月
末

北
京
を
離
れ
庭
門

へ
向
か
う
ま
で
を

一
纏
め
に
す
る
べ
き
で
あ
る
｡

し
か
し
二
六
年
の
一
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
書
か
れ
た
も

の
は
ー

｢
華
蓋
集
績
編
｣
所
収
の
雑
感
全
二
十
六
編
中
二
十
四
編
(但
し

｢小

引
｣
は
除
-
)ー

｢
朝
花
夕
拾
｣
所
収
の

｢
小
引
｣
･
｢後
記
｣
を
除
-

作
品
全
十
編
中
五
編
ー
及
び

｢
野
草
｣
所
収
の
二
編
等
の
み
の
た
め

省
-
こ
と
に
す
る
｡
何
故
な
ら
ば
そ
の
著
作
の
大
部
分
を
難
感
が
占

め
ー
し
か
も

｢朝
花
夕
拾
｣
は
回
想
記
で
あ
-
ー
ま
た

｢
野
草
｣
所

収
の
二
編
は
三

･
一
八
事
件
の
後
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
､
も
は

や
所
謂
小
説
は
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
ー
こ
の
間
の
魯
迅
に
そ
の
襲

容
の
濠
兆
を
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
｡

即
ち
魯
迅
自
身

｢
『
自
選
集
』

(3
)

自
序
｣
(
1
九
三
二
年
十
二
月
十
四
日
)
に
於
て
ー
以
下
の
如
-
に
述
べ

て
い
る
｡

｢
北
京
を
逃
げ
出
し
て
､
庭
門
に
逃
げ
込
み
､

(私
は
)
大
横

の
上
で
幾
編
か
の

『
故
事
新
編
』
と
十
編
の

『
朝
花
夕
拾
』
を
書

い
た
だ
け
で
あ
っ
た
｡
前
者
は
神
話
､
俸
説
及
び
史
貴
の
演
義
で

あ
-
､
後
者
は
回
想
記
で
し
か
な
い
｡

そ
し
て
そ
の
後
は
ー
一
つ
も
作
品
は
な
い
｡
『
空
空
如
た
-
』
だ
｡

強
い
て
創
作
と
言
え
る
も
の
は
､
私
と
し
て
は
今
ま
で
に
た
だ

こ
の
五
編
が
あ
る
だ
け
で
ー
ま
た
た
-
間
に
議
了
で
き
る
も
の

だ
｡｣

(4
)

こ
の
五
編
と
は
､

｢哨
戒
｣
･
｢紡
復
｣
･
｢野
草
｣
･
｢故
事
新
編
｣
･

(5
)

｢朝
花
夕
拾
｣
の
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
外
に
所
謂

(創
作
)
は
な
い

と
言
い
つ
つ
も
ー
と
こ
ろ
が
他
方
魯
迅
は
､

一
九
二
六
年
頃
を
境
界

と
し
て
ー
そ
れ
以
後
移
し
い
数
量
の
雑
感
を
書
き
､
極
め
て
精
力
的

な
論
肇
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
と
す
れ
ば
､
そ
の
直
前
の
一

九
二
四
年
二
五
年
の
両
年
に
お
い
て
､
そ
れ
以
前
と
は
比
べ
る
ぺ
-

も
な
-
多
量
の
作
品
が
書
か
れ
､
し
か
も
そ
れ
ら
が
小
説

･
散
文
詩

･
雑
感
等
と
い
っ
た
具
合
に
多
彩
な
形
式
を
採
-
､
そ
の
い
ず
れ
の

形
式
に
お
い
て
も
多
量
に
書
か
れ
た
､
と
い
う
事
柄
に
は
注
目
す
べ
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き
で
あ
る
｡

(6
)

更
に
許
寿
裳
編

｢魯
迅
先
生
年
譜
｣
に

は

ー

北
京
時
代
の
魯
迅
に

つ
い
て
､
以
下
の
如
-
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

｢
民
国
元
年

(
一
九

l
二
)
‥
l
月

l
日
､
南
京
に
臨
時
政
府

成
立
し
､
教
育
組
長
黍
元
培
に
招
か
れ
､
教
育
部
部
員
と
な
る
｡

五
月
ー
海
路
北
京
に
行
き
1
-
-
1
教
育
都
政
禽
教
育
司
第

一
科

せん
じ

科
長
と
な
る
｡
八
月
､
教
育
部

余

事

と
な
る
｡

九
年

(
一
九
二
〇
)
‥
四
十
歳
｡
こ
の
年
秋
か
ら
北
京
大
学
ー

及
び
北
京
高
等
師
範
学
校
の
講
師
を
兼
任
す
る
｡

八
十
年

(
一
九
二

一
)
十

一
年

(
一
九
二
二
)
は
ー
九
年
に
同

じ
｡
)
十
二
年

(
一
九
二
三
)
‥
こ
の
年
秋
か
ら
北
京
大
学
､
北
京
師

範
大
学
､
北
京
女
子
高
等
師
範
学
校
及
び
世
界
語
専
門
学
校
の
講

師
を
兼
任
す
る
｡

八
十
三
年

(
一
九
二
四
)
は
ー
十
二
年
に
同
じ
｡)

十
四
年

(
一
九
二
五
)
‥
こ
の
年
秋
か
ら
北
京
大
学
､
北
京
女

子
師
範
大
学
､
中
国
大
挙
の
講
師
､
寮
明
中
学
の
教
員
を
兼
任
す

る
｡
｣

魯
迅
と
厨
川
自
村

(楠
原
)

即
ち
魯
迅
は
ー
教
育
部
の
役
人
を
し
つ
つ
ー
各
大
学
で
教
え
て
も

い
た
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
そ
の
頃
に
於
け
る
自
ら
の
創
作
態
度
を
､

以
下
の
如
-
に
述
懐
し
て
い
る
｡

｢
省
け
る
虞
を
､
私
は
決
し
て
無
理
に
つ
け
加
え
な
か
っ
た
｡

書
け
な
い
時
に
も
､
私
は
決
し
て
無
理
に
書
か
な
か
っ
た
D

但
し

こ
れ
は
､
私
が
あ
の
頃
は
別
に
収
入
が
あ

っ
て
ー
責
文
で
生
活
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
か
ら
ー
通
例
と
す
る
こ
と
は
で
き
な

(7
)

い
o
｣
(｢我
忠
久
倣
起
小
説
来

｣

l
九
三
三
年
三
月
五
日
)

即
ち
書
け
な
い
時
に
は
､
無
理
し
て
書
-
必
要
が
全
-
無
か
っ
た
の

で
あ
る
｡
に
も
拘
ら
ず
魯
迅
が
t

l
九
二
四
年
二
五
年
の
両
年
殊
に

二
五
年
に
於
て
ー
職
業
の
傍
､
多
大
な
創
作
の
干
ネ
ル
ギ
ー
を
様
々

な
形
式
に
向
け
て
放
出
さ
せ
た
と
い
う
事
は
､
彼
自
身
の
内
に
､
今

こ
の
時
期
に
あ

っ
て
是
非
と
も
書
か
ね
は
な
ら
ぬ
､
と
い
っ
た
強
い

意
志
が
有

っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
｡
そ
れ
で
は
､
そ
の
様
な
強

い
意
志
は

一
鮭
何
に
起
因
す
る
も
の
な
の
か
ー
或
い
は
ま
た
魯
迅
に

と
っ
て
書
-
と
い
う
事
は
t

l
鮭
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
行
為
で
あ

っ
た
の
か
｡
こ
の
問
題
を
考
え
て
行
-
上
で
ー
厨
川
自
村
の
存
在
を

無
税
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
に
は
､
す
で
に
解
れ
て
お
い
た
｡
魯
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中
開
文
筆
報

第
二
十
六
冊

迅
は
厨
川
自
村
の
か
な
-
大
部
な
著
作
を
､
驚
-
べ
き
短
期
間
の
内

に
購
入
翻
讃
出
版

へ
と
運
ん
だ
の
で
あ
る
が
､
そ
れ
が
恰
度
こ
の
時

期
､
即
ち

一
九
二
四
年
二
五
年
の
両
年
に
重
な
る
の
で
あ
る
｡

三
ー
魯
迅

(
一
八
八
一
～
一
九
三
六
)
と

厨
川
自
村

(
一
八
八
〇
～
一
九
二
三
)

禰
諸
の
時
期

厨
川
自
村
の

｢
苦
悶
の
象
徴
｣
が
､
日
本
に
於
て
改
造
社
か
ら
出

版
さ
れ
た
の
は
､

一
九
二
四
年
二
月
四
日
で
あ
る
｡
魯
迅
は
ほ
ぼ
そ

の
直
後
で
あ
る
四
月
八
日
に
同
書
を
購
入
｡
そ
し
て
同
年
九
月
二
十

二
日
に
翻
諸
を
始
め
､
僅
か
二
十
日
足
ら
ず
の
十
月
十
日
に
は
諾
了

(8
)

し
､
同
年
十
二
月
に
出
版
し
て
い

る
｡

ま
た
ー

｢
苦
悶
の
象
徴
｣
諾

了
後
日
を
置
か
ず
し
て
一
九
二
四
年
十
月
二
十
七
日
に
は
ー
や
は
-

(9
)

自
村
の

｢
象
牙
の
塔
を
出
て
｣
÷
十
字
街
頭
を
往
-
｣
を
購
入
し
ー

1
九
二
五
年
二
月
十
八
日

｢
象
牙
の
塔
を
出
て
｣
を
諸
了
､
同
年
十

(川
)

二
月
三
日
に
蚊
を
書
き
出
版

へ
と
運
ん
で
い
る
｡
こ
れ
ら
が
ー
か
な

(;
)

り
大
部
な
詳
業
で
あ
る
事
を
も
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
1
両
書
の
購

入
爾
詳
出
版
は
驚
-
べ
き
短
期
間
の
内
に
な
さ
れ
た
t
と
言
わ
ね
ば

な
ら
な
い
｡

ま
た
許
虞
卒
か
ら
の
手
紙
に
は
､

｢授
業
ボ
イ
コ
ッ
ト
!
毎
週
の

『
苦
悶
の
象
徴
』
を
お
伺
い
す

る
横
合
も
な
-
な
-
ま
し
た
!
今
後
い
つ
に
な
っ
た
ら
騒
動
が
解

決
し
､
安
心
し
て
講
義
を
お
伺
い
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
.
｣
(
1

九
二
五
年
六
月
五
日
｡

｢両
地
書
第
一
集
･
二
七
｣)

と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
､
魯
迅
は
北
京
女
子
師
範
大
学
で
の
講

義
に
も
ー

｢
苦
悶
の
象
徴
｣
を
使

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

以
上
の
事
賓
か
ら
､
厨
川
自
村
の
著
作
の
翻
謂
紹
介
の
必
要
性
を
､

魯
迅
が
如
何
に
強
-
感
じ
て
い
た
か
が
わ
か
る
｡

｢苦
悶
の
象
徴
｣

｢
苦
悶
の
象
徴
｣
は
ー
第

一
章

｢創
作
論
｣
ー
第
二
章

｢
鑑
賞
論
｣
､

Tlpヲ
リイ

そ
し
て
こ
の

(
創
作
論
､
鑑
賞
論
か
ら
嘗
然
引
き
出
さ
れ
る
系
論
で

(12
)

あ
-
､
ま
た
注
疏
で
あ
る
)
第
三
章

｢
文
垂
の
根
本
問
題
に
関
す
る

考
察
｣
､

及
び
未
定
稿
の
た
め
改
造
赴
版
厨
川
自
村
全
集
で
僅
か
五

頁
の
第
四
章

｢
文
学
の
起
源
｣
か
ら
成
っ
て
い
る
｡
同
書
は
要
す
る

に
､
文
学
と
は
一
腹
何
な
の
か
､
即
ち
創
作
と
は
如
何
な
る
も
の
な

の
か
､
鑑
賞
と
は
如
何
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
論
究
せ
ら
れ
た
ー
極

め
て
鰻
系
的
な
文
学
論
で
あ
る
｡

84



魯
迅
は
そ
の
翻
諸
本
の

｢
引
言
｣
に
於
て
ー
厨
川
自
村
を
以
下
の

如
-
に
評
債
し
て
い
る
｡

｢
作
者
は
ベ
ル
グ
ソ
ソ
1
涯
の
哲
学
に
基
づ
い
て
､
突
進
し
て

や
ま
ざ
る
生
命
の
力
を
人
間
生
活
の
根
本
と
見
な
し
､
ま
た
フ
ロ

イ
ド

一
涯
の
科
学
に
ー
生
命
の
力
の
眼
底
を
尋
ね
､
文
垂
､
殊
に

文
学
を
解
揮
す
る
の
に
用
い
た
｡
し
か
し
､
奮
説
と
は
ま
た
少
し

違
う
｡
ベ
ル
グ
ソ
ソ
は
ー
未
来
を
濠
測
で
き
な
い
も
の
と
見
な
し

た
が
ー
作
者
は
ー
詩
人
は
先
ん
じ
て
知
る
も
の
と
見
な
し
た
｡
フ

ロ
イ
ド
は
生
命
の
力
の
根
底
を
性
欲
に
蹄
し
た
が
､
作
者
は
そ
の

力
の
突
進
と
飛
躍
だ
と
言
う
｡
そ
れ
は
目
下
の
同
じ
類
の
群
書
の

中
に
あ
っ
て
､
殆
ん
ど
科
学
者
の
様
な
専
断
ー
或
い
は
哲
学
者
の

様
な
玄
虚
と
も
異
な
-
1
更
に
は
一
般
の
文
蛮
評
論
家
の
棟
に
煩

項
な
の
で
も
な
い
､
と
言
い
得
よ
う
.
作
者
自
身
に
猪
創
力
が
あ

る
の
で
あ
る
｡
そ
こ
で
同
書
は

一
種
の
創
作
と
な
り
､
文
垂
に
封

し

て
も
多
-

滞
日
の
見
解
と
深
い
理
解
が
見
ら
れ
る

の
で
あ

る
｡
｣
(
1
九
二
四
年
十
1
月
二
十
二
日
)

こ
れ
は
自
村
に
封
す
る
最
大
級
の
賛
軒
で
あ
る
O

科
学
者
の
様
に
猫

断
な
の
で
は
な
-
1
哲
学
者
の
様
に
奥
深
-
て
窺
う
こ
と
が
で
き
な

魯
迅
と
厨
川
白
村

(柏
原
)

い
の
で
も
な
-
､
そ
し
て
ま
た
文
聾
評
論
家
の
横
に
煩
墳
な
の
で
も

な
い
｡
魯
迅
は
ー
同
書
が
も
は
や

一
種
の
創
作
で
あ
る
と
さ
え
言
-
0

更
に
魯
迅
は
同

｢引
言
｣
に
於
て
ー
厨
川
自
村
の
人
と
な
-
と
ー

同
書
の
翻
茅
の
意
義
に
つ
い
て
ー
以
下
の
如
-
に
述
べ
て
い
る
｡

｢
聞
け
ば
ー
彼
の
性
情
は
極
め
て
熱
烈
な
も
の
で
あ
-
､
か
つ

て

『
若
葉
弗
択
舷
既
疾
弗
療
』

(ち
ょ
う
ど
薬
を
飲
ん
で
も
人
が

苦
し
み
悶
え
る
程
で
な
け
れ
ば
､
病
気
は
治
ら
な
い
の
と
同
じ
こ

(13
)

と
だ
)
と
見
な
し
た
と
い

う

｡

そ
こ
で
自
国
の
敏
階
に
封
し
て
特

に
多
-
の
痛
切
な
非
難
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
｡
｣

べ
ガ
サ
ス

｢
天

馬

空

を
行
-
に
似
た
大
精
神
が
無
け
れ
ば
ー
大
塾
衝
の
誕

な

Lぱ

生
は
無
い
｡
だ
が
中
国
の
現
在
の
精
神
は
ー
ま
た
何
と
萎

え

凋

ん

で
い
る
こ
と
か
｡
こ
の
諾
文
は
拙
劣
で
は
あ
る
が
､
幸
い
資
質
が

優
れ
て
い
る
た
め
､
読
者
は
ー
我
慢
し
て
二
三
度
繰
-
返
す
こ
と

が
で
き
る
な
ら
ば
､
き
っ
と
多
-
の
有
意
義
な
箇
所
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
0
こ
れ
が
､
私
が
軽
率
に
も
研
諸
を
始
め
た

所
以
で
あ
る
-

勿
論
分
に
過
ぎ
た
願
い
で
は
あ
る
が
｡｣

ベ
ガ
サ
ス

(
天

馬

空

を
行
-
に
似
た
大
精
神
が
な
け
れ
ば
ー
大
要
術
の
誕
生
は

な
い
)
と
い
う
魯
迅
に
は
､
自
村
の

(
若
葉
弗
院
肢
蕨
疾
弗
疹
)
と
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畢
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第
二
十
六
ES

い
う
激
し
さ
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
｡

厨
川
自
村
は
ー
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
名
を
忘
れ
去
ら
れ
た
人

ろ
ば

で
あ
る
O
だ
が
ー
中
野
重
治
が

l
九
二
六
年
六
月
｢
騒

馬

｣

に
章
表

(_4
)

し
た
詩

｢東
京
帝
国
大
学
生
｣
に
は
､

｢
『
苦
悶
の
象
徴
』
は
ち
ょ
っ
と
讃
ま
せ
る
ね
｣

と
い
う

一
行
が
あ
る
｡
ま
た
吉
川
幸
次
郎
全
集
第
二
十
巻

｢
折
-
折

-
の
人

･
厨
川
自
村
｣
に
は
ー

(
t5

)

く
り
や
が
わ
は
く
そ
ん

｢
上
田
敏
氏
の
死
後
､
英
文
学
の
教

授

で
あ

っ
た

厨

川

自

村

民

は
ー
い
わ
ゆ
る
鞍
馬
山
の
圏
外
に
あ

っ
た
か
と
想
像
す
る
｡
創
設

以
来
の
老
教
授
た
ち
が
ー
異
常
な
努
力
の
人
と
ー
学
生
た
ち
ー
な

い
し
は
世
間
か
ら
､
意
識
さ
れ
る
の
に
封
し
､
氏
は
ー
よ
-
多
-

才
の
人
と
目
さ
れ
た
｡
常
時
と
し
て
は
､
は
な
は
だ
急
進
的
な
懲

愛
至
上
の
説
を
t
と
な
え
た
こ
と
も
､
先
輩
教
授
た
ち
と
の
間
に
､

あ
る
阻
隔
を
生
ん
で
い
た
か
も
知
れ
ぬ
｡
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
通

じ
て
､
も
っ
と
も
世
間
に
有
名
な
の
は
ー
こ
の
教
授
で
あ

っ
た
｡

そ
の

『
近
代
文
学
十
講
』
は
ー
西
田
幾
多
郎
氏
の

『
善
の
研
究
』

と
相
前
後
し
て
提
供
さ
れ
た
が
ー
よ
-
多
-
の
読
者
を
も
つ
の
は
ー

前
者
で
あ

っ
た
｡

『
象
牙
の
塔
を
出
て
』
･
『
苦
悶
の
象
徴
』
ー

ま

た

H
a
x
o
n
K
u
riy
ag
a
w

a

と
署
名
し
た

『
英
詩
鑑
賞
』
､

い
ず

れ
も
.I(
ス
･L
セ
ラ
ー
ズ
で
あ
っ
た
.
｣

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
常
時
の
雰
囲
気
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
｡

｢象
牙
の
塔
を
出
て
｣

(16
)

厨
川
自
村
は

｢
象
牙
の
塔
を
出
て

･
巻
頭
に
｣
に
於
て
ー

(
象
牙

の
塔
)
と
い
う
言
葉
の
意
味
や
出
典
に
つ
い
て
､
彼
の
善
著

｢
近
代

(17
)

文
学
十
講
｣
の
内
か
ら
次
の
一
節
を
引
い
て
説
明
に
代
え
て
い
る
｡

｢浪
漫
涯
文
学
の
一
面
に
は
ー
垂
術
至
上
主
義
と
も
言
ふ
べ
き

傾
向
が
あ
っ
た
O
即
ち
す
べ
て
の
蛮
術
は
蛮
術
そ
れ
自
ら
の
馬
に

存
在
す
る
も
の
で
ー
決
し
て
他
の
問
題
と
関
係
し
な
い
｡
世
智
辛

い
苦
し
い
現
在
の
生
活
に
対
し
て
､
全
-
超
然
高
贋
の
態
度
を
と

る
べ
き
も
の
だ
と
唱

へ
た
｡
醜
磯
悲
惨
な
此
浮
世
を
よ
そ
に
し
て

別
に
清
-
高
-
ま
た
禦
し
き

『
垂
術
の
官
』
1

詩
人
テ
ニ
ソ
ソ

サ
ソ.1

プ
ウグ

の
歌
っ
た
や
う
な

the
P
alace
of
A
rt
或
は
S
a
i
n

te･B
e
u
v

e

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

が
ヴ
ィ
ニ
イ
を
許
し
た
時
に
い
っ
た
『
象
牙
の
塔
』
to
u
r
d.ivoile

の
な
か
に
､
猪
-
立
寵
ら
-
と
い
ふ
所
謂

『
垂
術
の
馬
の
垂
術
』

a
rt
fo
r
a
rt.s
sak
e
が
其
主
張
の
l
面
で
あ
っ
た
.

然
る
に
今
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や
時
勢
は
急
襲
し
て
物
質
文
明
の
盛
ん
な
生
存
競
争
の
烈
し
い
世

の
中
に
な

っ
て
1
人
の
心
に
は

一
時

一
刻
と
経
も
貴
人
生
を
離
れ

て
悠
遊
す
る
だ
け
の
鎗
裕
が
な
-
な
っ
た
｡
人
々
は
現
章
生
活
の

歴
迫
を

一
層
痛
ま
し
-
感
ず
る
に
至
っ
た
｡
人
生
普
面
の
問
題
が

行
住
坐
臥

つ
ね
に
そ
の
胸
裏
を
往
来
し
て
心
を
悩
ま
し
て
ゐ
る
.

そ
こ
で
蓬
に
文
垂
ば
か
-
が
い
つ
ま
で
も
呑
気
な
事
を
言

っ
て
ゐ

る
わ
け
に
も
行
か
ず
､
勢
現
在
生
存
の
問
題
に
密
接
な
関
係
を
持

つ
事
に
な
っ
た
｡
眼
前
焦
眉
の
急
に
迫

っ
て
人
々
を
悩
ま
し
め
て

ゐ
る
証
倉
上
宗
教
上
道
徳
上
の
問
題
が
直
に
文
車
上
に
取
扱
は
れ

る
程
ま

で
に

ー
寮
生
活
と
聾
術
と
は
接
近
し
た
｡｣

(18
)

ま

た
魯
迅
は
翻
諸
本

｢
出
了
象
牙
之
塔

･
後
記
｣

(
一
九
二
五
年
十

二
月
三
日
)
に
於
て
､
(
象
牙
の
塔
を
出
て
か
ら
ど
う

す
る
か
に
つ
い

て
は
ー
そ
の
次
の
論
文
集

｢
十
字
街
頭
を
往
-

･
序
｣
に
説
明
が
有

る
)
と
述
べ
ー
そ
の
全
謀
を
掲
載
し
て
い
る
｡
自
村
の
原
文
は
次
の

(_9
)

過
-
で
あ
る
｡

｢
東
せ
ん
か
西
せ
ん
か
､
北
せ
ん
か
南
せ
ん
か
｡
進
ん
で
新
し

き
に
就
-
べ
き
か
ー
退
い
て
古
き
に
安
ん
ず
べ
き
か
｡
露
の
教
ふ

る
道
に
就
か
ん
か
､
肉
の
求
む
る
所
に
赴
か
ん
か
｡
左
顧
右
晒
し

魯
迅
と
厨
川
白
村

(楠
原
)

つ
つ
十
字
街
頭
に
さ
ま
よ

へ
る
も
の
こ
そ
現
代
人
の
心
で
あ
る
｡

"
T

o

b
e
o
r
n
o
t
to
b
e
,
th
at

is
th
e
q
u
e
stio
n
."
わ
れ
年
四

十
を
越
え
て
な
は
人
生
の
行
路
に
迷
ふ
｡
我
が
身
も
ま
た
み
づ
か

ら
十
字
街
頭
に
立
つ
も
の
か
｡
し
ば
ら
-
象
牙
の
塔
を
出
で
書
窓

を
去

っ
て
､
騒
擾
の
巷
に
立
ち
で
思
ふ
所
を
述
べ
よ
う
｡
す
べ
て

こ
れ
ら
の
意
味
を
寓
し
て
ー

こ
の
漫
筆
に
題
す
る
に

『
十
字
街

頭
』
の
文
字
を
以
て
し
た
｡

人
と
し
て
の
生
活
と
蛮
術
と
､
そ
れ
は
今
ま
で
二
つ
の
街
道
で

スク
エア

あ

っ
た
｡
南
方
が
相
脅
し
て

一
つ
の

農

場

に

合
す
る
鮎
に
立
っ
て
､

我
は
考

へ
て
見
る
｡
平
素
我
が
親
し
む
英
文
学
で
ー
シ
ェ
-
イ
ー

バ
イ
ロ
ン
で
も
､
ス
ヰ
ソ
バ
ア
ン
で
も
､
ま
た
メ
レ
デ
ィ
ス
ー
ハ

ア
デ
ィ
で
も
､
社
食
改
造
の
理
想
を
も
っ
た
文
明
批
評
家
で
あ

っ

た
｡
象
牙
の
塔
の
み
に
は
居
な
か
っ
た
｡
こ
の
鮎
が
併
文
学
な
ど

と
は
ち
が
ふ
｡

モ
リ
ス
は
賓
に
文
字
通
り
街
頭
に
出
て
議
論
を
し

た
｡
人
は
い
ふ
｡
現
代
の
思
想
界
は
行
詰

っ
て
居
る
と
｡
然
し
少

し
も
行
詰

っ
て
は
居
な
い
｡
た
だ
十
字
街
頭
に
立

っ
て
ゐ
る
の
み

だ
｡
道
は
い
-

つ
で
も
あ
る
｡
｣

こ
こ
で
､
魯
迅
の

｢
北
京
通
信
｣
(
一
九
二
五
年
五
月
八
日
､

｢
華
蓋
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冊

集
｣
所
収
)
を
引
用
し
て
お
き
た
い
O

｢
も
し
も
私
に
力
が
あ
れ
ば
ー
私
は
勿
論
河
南
の
青
年
の
た
め

に
壷
し
た
い
と
思
う
｡
し
か
し
不
幸
に
し
て
思
う
ば
か
-
で
､
私

に
は
そ
の
力
が
な
い
｡
と
い
う
の
は
､
私
自
身
も
ま
た
今
岐
路
に

立
っ
て
い
る
か
ら
ー
-

或
い
は
､
十
字
路
に
立

っ
て
い
る
と
言

え
ば
､
そ
れ
で
も
や
や
希
望
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
(因
籍
我
自

己
也
正
砧
在
政
路
上
-

或
者
､
説
得
較
有
希
望
些
..砧
在
十
字
路
口
)O

岐
路
に
立

っ
て
い
れ
ば
ー
足
を
踏
み
出
す
の
が
と
て
も
む
ず
か
し

い
が
､
十
字
路
に
立

っ
て
い
る
の
な
ら
､
行
-
べ
き
路
は
多
い
わ

け
で
あ
る
｡
私
自
身
は
､
何
も
恐
れ
は
し
な
い
｡｣

魯
迅
は
､

1
九
二
四
年
十
月
二
十
七
日
に
､
｢象
牙
の
塔
を
出
て
｣

及
び

｢
十
字
街
頭
を
往
-
｣

を
購
入
し
ー

同
年
十
月
三
十

一
日
に

(20
)

｢
十
字
街
頭
を
往
-
｣
所
収
の

｢
西
班
牙
劇
壇
の
将
星
｣
を
詳
了
1

1
九
二
五
年
二
月
十
八
日
に

｢象
牙
の
塔
を
出
て
｣
を
詳
了
ー
同
年

十
二
月
三
日
に
そ
の

｢後
記
｣
を
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
､
恐

ら
-
こ
の

｢
北
京
通
信
｣
を
書
い
た
時
､
少
な
-
と
も

｢
十
字
街
頭

を
往
-

･
序
｣

に
は
目
を
通
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
｡

そ
し
て
ー

(
我
自
己
也
正
砧
在
岐
路
上
､
I

或
者
､
説
得
較
有
希
望
些
‥
砧

在
十
字
路
口
)
と
言
う
魯
迅
と
､

(
わ
れ
年
四
十
を
越
え
て
な
は
人

生
の
行
路
に
迷
ふ
｡
我
が
身
も
ま
た
み
づ
か
ら
十
字
街
頭
に
立
つ
も

の
か
)

と
言
う
厨
川
自
村
の
あ
ま
-
の
類
似
に
驚
か
ざ
る
を
得
な

い
｡
時
に
魯
迅
も
ま
た
四
十
五
歳
で
あ
っ
た
｡

両
者
の
一
致

魯
迅
自
身
の
述
懐
に
よ
っ
て
ー
彼
の
文
学
活
動
を
振
-
返

っ
て
見

る
な
ら
ば
ー
ま
ず
日
本
留
学
中
ー
仙
重
嘗
寧
専
門
学
校
を
追
撃
し
東

京

へ
庚

っ
た

(
1
九

〇
六
年
ー
二
十
六
歳
)
頃
に
つ
い
て
ー
彼
は
次

の
棟
に
述
べ
て
い
る
｡

｢
私
は
ー
雷
撃
な
ど
少
し
も
大
切
な
事
で
は
な
い
､
お
よ
そ
愚

弱
な
国
民
は
､
隆
格
が
ど
ん
な
に
立
涯
で
ど
ん
な
に
丈
夫
で
も
ー

何
の
意
味
も
な
い
見
せ
し
め
の
材
料
と
観
客
に
し
か
な
れ
な
い
の

だ
ー
何
人
病
死
し
よ
-
が
ー
不
幸
と
考
え
る
必
要
は
な
い
の
だ
ー

と
思
っ
た
｡
従

っ
て
わ
れ
わ
れ
が
第

一
に
な
す
べ
き
事
は
ー
彼
ら

の
精
神
を
改
造
す
る
事
に
あ
る
｡
そ
し
て
精
神
の
改
造
に
役
立
つ

も
の
と
い
え
ば
ー
私
は
昔
時
普
然
文
聾
を
推
す
べ
き
だ
と
考
え
た
｡

そ
こ
で
文
蛮
運
動
を
提
唱
し
よ
う
と
思

っ
た
｡｣

(｢内
戚
･
自
序
｣

一
九
二
二
年
十
二
月
三
日
)
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｢
私
に
し
て
も
小
説
を

『
文
苑
』
に
か
つ
ぎ
込
も
う
と
い
う
よ

う
な
考
え
は
全
-
な
-
1
た
だ
そ
の
力
を
利
用
し
て
､
赦
合
を
改

良
し
よ
う
と
考
え
た
ま
で
で
あ

っ
た
｡
｣
(｢我
忠
公
散
起
小
説
来
｣)

お
よび

王
士
青
の
所
謂

｢哨
威

輿

紡

径
｣
期
の
前
牛

(
1
九
l
八
-
l
九
二

二
)
に
つ
い
て
は
､
次
の
如
-
述
べ
て
い
る
｡

｢
私
が
小
説
を
書
い
た
の
は
1

1
九

l
八
年
ー

『
新
青
年
』
が

『
文
学
革
命
』
を
提
唱
し
た
時
に
始
ま
る
｡
(略
)

し
か
し
私
は
常
時

『
文
学
革
命
』
に
射
し
て
､
寛
を
言
う
と
決

し
て
そ
れ
ほ
ど
熱
情
を
持

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
｡
辛
亥

革
命
を
見
､
第
二
革
命
を
見
ー
衰
世
凱
の
帝
政
や
ー
張
勅
の
復
厨

を
見
ー
い
ろ
い
ろ
の
事
を
次
々
に
見
て
来
た
の
で
､
懐
疑
的
に
な

-
､
そ
し
て
失
望
し
､

ひ
ど
-
落
臆
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡
(略
)

し
か
し
私
は
ま
た
自
分
の
失
望
を
も
疑

っ
た
｡
と
い
う
の
は
私
の

見
た
人
々
ー
事
件
は
ー
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
｡

こ
の
考
え
が
私
に
筆
を
取
る
力
を
輿
え
て
-
れ
た
｡

『
碓
望
の
虚
妄
な
る
こ
と
は
､
ま
さ
に
希
望
と
相
同
じ
い
｡』

直
接

『
文
学
革
命
』
に
封
す
る
熱
情
で
な
い
の
に
ー
ど
う
し
て

筆
を
取

っ
た
の
か
｡
考
え
る
に
ー
大
部
分
は
熱
情
を
持

っ
た
人
々

魯
迅
と
厨
川
白
村

(楠
原
)

に
封
す
る
同
感
の
た
め
で
あ
っ
た
｡
こ
れ
ら
の
戦
士
は
､
寂
実
の

中
に
い
る
が
ー
そ
の
考
え
は
正
し
い
､
少
し
哨
戒
の
聾
を
あ
げ
て

助
勢
し
て
や
ろ
う
､
私
は
そ
う
思

っ
た
｡
最
初
は
､
た
だ
そ
れ
だ

け
の
た
め
で
あ

っ
た
｡
勿
論
そ
の
中
に
は
ー
奮
祉
合
の
病
根
を
暴

露
し
て
ー

人
々
の
注
意
を
促
が
し
､

何
と
か
し
て
治
療
を
加
え

よ
う
と
い
う
希
望
も
い
-
ら
か
交
じ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

(自

然
､
在
這
中
間
､
也
不
発
爽
薙
些
婿
善
政
合
的
病
根
暴
露
出
束
､
催
人
留

心
'
設
法
加
以
療
治
的
希
望
)｡
だ
が
こ
の
希
望
を
達
成
す
る
た
め
に

は
､
先
駆
者
と
同

一
の
歩
調
を
取
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
｡
そ

こ
で
私
は
暗
黒
を
少
し
創
-
､
笑
顔
を
少
し
作

っ
て
､
作
品
に
若

干
の
明
る
さ
を
出
す
こ
と
に
し
た
｡
そ
れ
が
後
に

一
本
に
ま
と
め

た

『
哨
戒
』
で
､
合
計
十
四
編
か
ら
成

っ
て
い
る
｣
(｢『自
選
集
』

自
序
｣)

｢
勿
論
ー
小
説
を
書
き
出
す
と
な
る
と
､
ど
う
し
て
も
自
分
の

主
張
が
多
少
入
っ
て
爽
ざ
る
を
得
な
い

(自
然
､
散
超
小
説
来
'
総

不
発
自
己
有
些
主
兄
的
)｡

例
え
ば

『
何
の
た
め
に
』
小
説
を
菖
-

か
と
い
う
と
ー
私
は
や
は
-
十
年
飴
-
前
の
(日
本
留
学
中
-
楠
原
)

『
啓
蒙
主
義
』
を
抱
い
て
お
-
､
必
ず

『
人
生
の
た
め
』
で
な
け
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放

れ
ば
な
ら
ず
､

し
か
も
こ
の
人
生
を
改
良
せ
ね
は
な
ら
ぬ
と
考
え

て
い
た
O

私
は
､
小
説
を

『
閑
書
』
(ひ
ま
つ
ぶ
し
の
た
め
の
書
物
)

だ
と
稀
す
る
以
前
の
言
い
方
を
深
-
憎
み
ー
か
つ

『
套
術
の
た
め

ひま
つぷ
し

の
塾
術
』
を

『
治
閑
』
の
新
式
の
別
名
に
す
ぎ
な
い
と
見
な
し
た
｡

従

っ
て
私
の
材
料
は
､
多
-
病
態
虹
合
の
不
幸
な
人
々
の
中
か
ら

採

っ
た
｡
病
苦
を
暴
露
し
ー
治
療
の
注
意
を
促
す
意
味
か
ら
で
あ

る
｡
｣
(｢我
忠
久
倣
起
小
説
束
｣)

(傍
鮎

楠
原
)

即
ち
ー
魯
迅
も
固
よ
-

(
象
牙
の
塔
)
は
出
て
い
た
の
で
あ
る
｡

日
本
留
学
中
初
め
て
文
蛮
運
動
を
提
唱
し
て
以
来
､

一
貫
し
て
国
民

性
の
改
造
を
意
固
し
､

一
方
で
は
教
育
部
の
役
人
を
し
､

一
九
二
〇

年
か
ら
は
各
大
学
で
講
師
を
し
つ
つ
ー
さ
ら
に

｢
狂
人
日
記
｣
を
書

き
ー

｢
阿
Q
正
博
｣
を
書
き
､
丑
感
文
を
書
き
し
て
来
た
魯
迅
に
あ

っ
て
は
､
言
う
ま
で
も
な
い
事
で
あ
る
｡
文
学
革
命
に
射
し
て
ー
も

は
や
直
接
の
熱
情
を
持
ち
得
ず
ー

｢境
域
｣
所
収
の
一
連
の
小
説
を

書
い
た
の
も
ー
大
牛
は
熱
情
を
持

っ
た
人
々
に
封
す
る
同
感
で
あ

っ

た
と
し
て
も
､
や
は
-
そ
の
中
に
は
､
ど
う
し
て
も
善
社
合
の
病
根

を
暴
露
し
て
人
々
の
注
意
を
促
し
､
何
と
か
治
療
を
加
え
よ
う
と
い

う
希
望
が
交
じ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

八重
術
の
官
)

或
は

(
象
牙
の
塔
)
の
み
に
は
居
ら
ず
ー

入社
合
改
造
の
理
想
)
香

抱
い
て
い
た
と
い
う
鮎
に
お
い
て
ー
魯
迅
と
厨
川
自
村
は
同
じ
で
あ

る
｡従

っ
て
ま
た
､

(
私
は
小
説
を

｢
閑
書
｣
だ
と
辞
し
た
以
前
の
言

い
方
を
深
-
恨
み
ー
そ
し
て

｢垂
術
の
た
め
の
垂
術
｣
を

｢消
閑
｣

の
新
式
の
別
親
に
す
ぎ
な
い
と
見
な
し
た
)
と
言
う
魯
迅
と
､

(蛮

術
の
官
)
或
い
は

(
象
牙
の
塔
)
の
中
に
猪
-
立
寵
る
と
い
う
所
謂

八
重
術
の
為
の
蛮
術
)
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
厨
川
自
村
と
は
ー
常
然

塾
術
至
上
主
義
に
反
封
し
た
と
い
う
鮎
に
お
い
て

1
致
す
る
｡

一
九
二
五
年
の
間
に
書
か
れ
た
雑
感
を
放
線
し
た

｢華
蓋
集

･
題

記
｣
に
は
､
以
下
の
如
-
に
あ
る
｡

｢
ま
た
あ
る
人
は
､
私
に
こ
の
様
な
短
評
を
書
か
な
-
て
も
い

い
と
勧
め
る
｡
そ
の
好
意
に
は
ー
私
は
甚
だ
感
激
す
る
し
､
ま
た

創
作
の
貴
ぶ
べ
き
事
も
知
ら
な
い
で
は
な
い
｡
し
か
し
こ
の
様
な

も
の
を
書
き
た
い
時
に
は
､
恐
ら
-
ま
た
こ
の
様
な
も
の
を
書
-

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
｡
も
し
も
蛮
術
の
宮
殿
に
そ
ん
な
面
倒
な
禁

令
が
有
る
の
な
ら
ー
む
し
ろ
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
は
入
っ
て
行
か
な

い
方
が
よ
い
､
と
私
は
考
え
る
｡｣
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魯
迅
は
ー

(
創
作
の
貴
ぶ
べ
き
事
も
知
ら
な
い
で
は
な
い
｡
け
れ

ど
も
こ
の
様
な
短
評
即
ち
雑
感
を
書
き
た
い
時
に
は
ー
ま
た
書
-
だ

ろ
う
)
と
述
べ
る
｡
要
す
る
に
ま
ず
書
き
た
い
と
い
う
意
志
が
あ
る
｡

そ
れ
は
､
へ
し
ば
ら
-
象
牙
の
塔
を
出
で
喜
窓
を
去
っ
て
､
騒
擾
の
巷

に
立
ち
て
思
ふ
所
を
述
べ
よ
う
)
と
す
る
白
村
の
態
度
､
即
ち
言
い

た
い
事
が
あ
る
か
ら
こ
そ
述
べ
る
ー
と
い
う
態
度
と
同
じ
で
あ
る
｡

そ
し
て
魯
迅
は
､

(雑
感
な
ど
書
か
な
-
て
よ
い
､
と
い
う
様
な

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

面
倒
な
禁
令
が
垂
術
の
宮
殿
に
有
る
と
し
た
ら
ー
む
し
ろ
そ
ん
な
所

へ
は
入
っ
て
行
か
な
い
方
が
よ
い
)

と
考
え
る
｡

原
文

八重
術
之

官
)
は
ー
厨
川
自
村
の

｢象
牙
の
塔
を
出
て
･
巻
頭
に
｣
中
の
語
八重

術
の
官
)
の
､
魯
迅
諸
が
､

｢
垂
術
之
官
｣
で
あ
-
､
時
期
的
に
も

前
者
が
書
か
れ
た
の
が

一
九
二
五
年
十
二
月
で
あ
-
､
後
者
の
謬
了

が
同
年
二
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
ー
前
者
は
嘗
然
後
者
を
踏
ま
え
て
書

か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
魯
迅
は
自
分
の
書
い
た
雑
感
が
､
所

謂

八重
術
)
の
範
噂
に
屡
す
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
全
-
拘
泥

し
な
い
の
で
あ
る
｡
た
だ
書
き
た
い
事
が
あ
る
か
ら
書
-
｡
そ
し
て

そ
の
場
合
ー
最
も
適
切
な
表
現
形
式
を
選
ぶ
の
で
あ
る
｡

｢
両
地
書

第

一
集

･
三
二
｣
に
於
て
ー

魯
迅
と
厨
川
白
村

(楠
原
)

｢
あ
の
詩
は
､
意
気
さ
か
ん
で
は
あ
る
が
､
し
か
し
こ
の
種
の

激
烈
な
攻
撃
に
は

『
雑
感
』
な
ど
散
文
形
式
の
方
が
向
き
ま
す
｡

そ
の
上
言
語
表
現
に
は
屈
折
が
な
け
れ
ば
な
-
ま
せ
ん
｡
さ
も
な

い
と
ー
反
感
を
招
き
や
す
い
の
で
す
｡
詩
歌
は
比
較
的
永
久
性
の

有
る
も
の
だ
か
ら
ー
こ
の
様
な
題
材
に
は
あ
ま
-
向
き
ま
せ
ん
｡｣

(
一
九
二
五
年
六
月
二
十
八
日
)

と
言
う
が
如
-
に
O

一
九
二
五
年
に
は
ー
過
去
の
ま
る
四
年
間
に
書

か
れ
た
雑
感
よ
り
も
さ
ら
に
多
-
の
そ
れ
が
､
確
か
に
魯
迅
の
書
き

た
い
と
い
う
意
志
の
も
と
に
書
か
れ
た
｡
そ
し
て
ま
た
同
じ
こ
の
年

に
､
所
謂

(
創
作
)
も
過
去
の
ど
の
一
年
に
な
さ
れ
た
よ
-
も
多
-

な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

一
九
二
四
年
二
五
年
に
於
け
る
魯
迅
お
よ
ぴ

こ
の
頃
の
魯
迅
､
即
ち
王
士
青
の
所
謂

(内
戚

輿

務

復
)
期
後
年

の
彼
に
つ
い
て
､
魯
迅
自
身
の
言
葉
に
よ
っ
て
振
-
返

っ
て
見
た
い
｡

｢
そ
の
後

『
新
青
年
』
の
圃
鰻
は
解
散
し
て
ー
あ
る
も
の
は
出

世
し
､
あ
る
も
の
は
隠
退
し
ー
あ
る
も
の
は
前
進
し
た
｡
私
は
同

じ
陣
営
内
の
戦
友
に
も
や
は
-
こ
ん
な
襲
化
が
あ
-
得
る
も
の
だ

と
い
う
事
を
ー
ま
た
し
て
も
経
験
し
た
｡
そ
の
上

『
作
家
』
と
い
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中
園
文
撃
報

第
二
十
六
冊

う
肩
書
を
貰

っ
て
ー
依
然
と
し
て
砂
漠
の
中
を
行

っ
た
-
来
た
-

す
る
羽
目
に
障

っ
た
.
し
か
し
､
も
は
や
と
-
と
め
も
な
い
刊
行

物
に
文
章
を
害
-
事
か
ら
逃
れ
得
ず
ー
思
い
つ
き
を
語
る
と
稀
し

て
い
る
｡
何
か
心
に
感
ず
る
も
の
が
あ
る
と
､
短
い
文
章
を
書
い

た
｡
誇
張
し
て
言
え
ば
散
文
詩
で
あ
る
｡
後
に
一
本
に
ま
と
め
て
ー

『
野
草
』
と
名
付
け
た
O
少
し
ま
と
ま
っ
た
材
料
が
手
に
入
る
と
､

や
は
り
短
編
小
説
を
書
い
た
が
､
も
は
や

一
人
ば
っ
ち
の
戦
士
と

な
-
､
陣
を
敷
-
事
も
で
き
な
-
な

っ
た
の
で
､
技
術
は
前
よ
-

少
し
艮
-
な
-
､
考
え
も
い
-
ら
か
拘
束
さ
れ
な
-
な
っ
た
よ
-

だ
が
､
戦
闘
の
意
気
込
み
は
す

っ
か
-
衰
え
て
し
ま
っ
た
｡
新
し

い
戦
友
は
ど
こ
に
い
る
の
か
｡
私
は
､
こ
れ
は
良
-
な
い
事
だ
と

思
っ
た
.
そ
こ
で
こ
の
時
期
の
十

1
編
の
作
品
を
集
め
て
出
版
し
､

こ
れ
を

『
紡
径
』
と
名
付
け
､
も
う
こ
れ
か
ら
は
こ
ん
な
風
で
な

い
よ
う
に
と
願

っ
た
｡

『
路
は
漫
渡
と
し
て
そ
れ
修
連
な
-
､

たす

(2I)

わ
れ
渚
に
上
下
し
て
求
め

索

ね

ん
と

す

.
』

｣

(｢『自
選
集
』
自
序
｣)

所
謂

(創
作
)
に
つ
い
て
ー
魯
迅
は
こ
の
様
に
述
べ
て
い
る
｡

一
方
､
雑
感
に
つ
い
て
は
ー
｢華
蓋
集

･
題
記
｣
(
一
九
二
五
年
十
二

月
三
十
一
日
)
に
於
て
ー
以
下
の
如
-
に
書
い
て
い
る
｡

｢私
は
今
年
､
雑
感
を
書
き
出
す
と
ー
す
ぐ
に
二
つ
の
大
き
な

障
害
に
出
合
し
た
｡

一
つ
は

『
唆
文
噂
字
』
を
書
い
た
た
め
で
あ

-
､

一
つ
は

『
青
年
必
講
書
』
を
書
い
た
た
め
で
あ

っ
た
｡
署
名

と
匿
名
の
豪
傑
た
ち
の
罵
倒
の
手
紙
が
ー
大
き
な
束
に
-
-
ら
れ

て
､
今
で
も
書
架
の
下
に
突

っ
込
ん
で
あ
る
｡｣

｢唆
文
噛
字

l
｣
は
､

一
九
二
五
年

一
月
八
日
に
書
か
れ
､

｢
喫
文

噛
字
二
｣
と

｢青
年
必
読
書
｣
は
ー

一
九
二
五
年
二
月
十
日
に
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る

(い
ず
れ
も

｢華
蓋
集
｣
所
収
)｡

｢嘆
文
噛
字

一
｣
ト
ル

で
は
､
外
国
人
の
姓
を
開
講
す
る
場
合
の
滑
稽
さ
ー
例
え
ば
､
託
爾

ス
トイ

斯
泰
夫
人
を
特
に
妥
禰
林
苔
と
い
う
ふ
う
に
書
-
と

い
う
滑
梧
ー

｢
嘆
文
噂
字
二
｣
で
は
ー
造
字
に
よ
る
煩
わ
し
さ
､
例
え
ば
原
素
記

4]ツウ
ム

スト
uソチ
ウ
ム
スズ

セリ
ウ
ム

ケイ
ソ

親
を

鑑

(
x
i
)

･

鋭

(
x
Jl
)

･

錫

(

x
i)
･

錯

(
x
i
)

･

砂

(
x

i)
と
表
記
す
る
煩

わ
し
さ
に
つ
い
て
の
鋭
い
批
判
が
な
さ
れ
､
そ
れ
ら
が
停
統
思
想

一

般

へ
の
訊
刺
に
ま
で
至
っ
て
い
る
｡
ま
た

｢
青
年
必
読
書
｣
で
は
ー

｢
付
注
｣
と
し
て
ー

｢
私
は
中
国
の
書
物
を
謹
む
と
､
ど
う
も
気
分
が
沈
静
し
て
ー
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賓
際
の
人
生
か
ら
離
れ
て
行
-
よ
う
に
思
う
｡
外
国
の
書
物
-

但
し
イ
ン
ド
を
除
-
1

を
謹
む
と
ー
大
抵
人
生
と
接
解
し
て
､

何
か
の
仕
事
を
や
ろ
う
と
い
う
気
に
な
る
｡

中
国
の
書
物
に
も
､
杜
合
に
入
っ
て
行
-
事
を
勧
め
る
言
葉
は

あ
る
が
､
大
抵
は
動
か
ぬ
屍
の
楽
観
で
あ
る
｡
外
囲
の
書
物
で
は
､

た
と
い
須
贋
や
厭
世
で
あ

っ
て
も
ー
し
か
し
生
き
た
人
間
の
須
磨

や
厭
世
で
あ
る
｡

私
は
思
う
ー
少
し
し
か
-

或
い
は
一
つ
も
-

中
国
の
書
物

は
讃
ま
な
い
で
ー
た
-
さ
ん
外
囲
の
書
物
を
讃
む
の
が
い
い
と
｡｣

と
書
い
て
い
る
｡

｢唆
文
噂
字

二

は
､
最
初

｢
京
報
副
刊
｣

一
月
十

一
日
に
､
そ

の

｢
二
｣
は
二
月
十
二
日
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
同
紙
に
は
､

さ
ら
に

｢吹
文
噛
字

一
｣
に
封
す
る
讃
者
か
ら
の
反
論
が
掲
載
さ
れ
､

引
き
績
い
て
そ
れ
ら
に
封
す
る
魯
迅
の
反
論

｢吹
鳴
之
飴
｣
･
｢吹
聴

(22
)

未
始

〝乏
味
″
｣
が
掲
載
さ
れ
た

(満
載
は
'
各
7
月
二
十
二
日
'
二
月

十
日
)｡

一
万

､

二
月
二
十

一
日
付
の

｢京
報
副
刊
｣
に
掲
載
さ
れ

た

｢
青
年
必
講
書
｣
に
封
す
る
反
論
に
封
す
る
魯
迅
の
反
論

｢
柳
答

〟
-
-
″｣
･
｢報

『
奇
哉
所
謂
-
-
』
｣
も
ま
た
ー
引
き
緯
い
て
同
紙

魯
迅
と
厨
川
自
村

(楠
原
)

(
23
)

に
襲
表
さ
れ
て
い

る

(
各
三
月
五
日
､
三
月
八
日
に
護
表
)0

反
馨
が
あ
ま
-
に
大
き
-
1
自
ら
の
主
張
を
貫
き
通
す
た
め
に
は
ー

反
封
意
見
に
射
し
て
､
あ
-
ま
で
も
自
己
の
見
解
の
正
常
性
を
立
謬

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
そ
の
た
め
に
は
ー
論
争

と
い
う
形
を
採

っ
た
の
も
必
定
の
こ
と
で
あ

っ
た
｡
魯
迅
が
初
め
て

積
極
的
に
論
争
と
い
う
形
を
採
用
し
た
の
は
､
ま
さ
に
こ
の
時
か
ら

で
あ

っ
た
｡
そ
し
て
論
争
は
こ
れ
だ
け
に
終
ら
ず
､
さ
ら
に
は
こ
の

年

一
杯
紛
糾
し
た
女
師
大
事
件
を
め
ぐ
っ
て
ー
陳
源
等
の
現
代
評
論

涯
と
ー
魯
迅
は
激
烈
な
る
論
戦
を
繰
-
虞
げ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡

本
論
九

〇
頁
に
於
て
引
用
し
た

｢
華
蓋
集

･
題
記
｣
に
は
ー
(

し

か
し
こ
の
様
な
も
の
を
書
き
た
い
時
に
は
､
恐
ら
-
ま
た
こ
の
様

な

も
の
を
書
-
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
｡
も
し
も
蛮
術
の
宮
殿
に
そ
ん
な

面
倒
な
禁
令
が
有
る
の
な
ら
ー
む
し
ろ
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
は
入
っ
て

行
か
な
い
方
が
よ
い
ー
と
私
は
考
え
る
)
と
あ

っ
た
｡
魯
迅
は
そ
れ

に
引
き
績
い
て
､
以
下
の
如
-
に
述
べ
て
い
る
｡

｢
そ
れ
よ
り
も
砂
漠
の
中
に
立

っ
て
､
飛
び
去
る
砂
や
石
を
眺

め
な
が
ら
ー
禁
し
け
れ
ば
大
い
に
笑
い
ー
悲
し
け
れ
ば
大
い
に
叫

び
ー
腹
が
立
て
ば
大
い
に
罵
-
1
そ
し
て
た
と
い
砂
磯
に
打
ち
た
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中
国
文
革
報

第
二
十
六
冊

た
か
れ
て
満
身
ざ
ら
ざ
ら
に
な
-
､
頭
が
破
れ
血
が
流
れ
よ
う
と

も
ー
い
つ
も
自
分
の
凝
血
を
撫
で
摩

っ
て
ー
そ
れ
を
き
れ
い
な
模

様
と
も
思

っ
た
-
す
る
の
は
､
中
国
の
文
士
達
に
ま
ざ
っ
て
､
シ

ェ
ー

ク
ス
ピ
ア
の
お
相
伴
を
し
て
バ
タ
ー
パ
ン
を
食
べ
る
と
い
う

興
趣
に
及
ば
な
い
も
の
で
も
な
か
ろ
-
｡｣

(
砂
漠
の
中
に
立

っ
て
飛
び
去
る
砂
や
石
を
眺
め
な
が
ら
)
､

自

分
自
身
の
喜
怒
哀
楽
の
感
情
に
忠
貴
に
､

(禁
し
け
れ
ば
大
い
に
笑

い
ー
悲
し
け
れ
ば
大
い
に
叫
び
ー
腹
が
立
て
ば
大
い
に
罵
-
1
そ
し

て
己
が
傷
口
の
凝
血
さ
え
も
撫
で
摩

っ
て
美
し
い
模
様
だ
と
思
っ
た

り
も
す
る
)
と
言
う
｡

(
辛
亥
革
命
を
見
､
第
二
革
命
を
見
ー
衰
世

凱
の
帝
政
や
張
勅
の
復
肝
を
見
､
さ
ら
に
五
四
退
潮
期
を
経
､
そ
し

て
も
は
や

一
人
ば
っ
ち
の
戦
士
と
な
-
陣
を
敷
-
こ
と
も
で
き
な
-

な
っ
た
)
魯
迅
が
ー
あ
-
ま
で
も
自
分
自
身
で
あ
-
績
け
る
た
め
に

は
､
筆
意
自
己
を
判
断
の
中
心
に
据
え
､
己
が
傷
口
か
ら
流
れ
出
て

凝
固
し
た
血
液
の
模
様
さ
え
も
美
し
い
と
感
ず
る
程
ま
で
ー
自
己
に

固
執
す
る
よ
-
他
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡
魯
迅
の
こ
う
し
た
態
度
は
､

｢
苦
悶
の
象
徴
｣
第

一
章

｢創
作
論
｣
に
一
致
す
る
｡
即
ち
厨
川
自

村
は
同
書
に
於
て
､
以
下
の
如
-
に
述
べ
て
い
る
｡

｢
文
垂
は
純
然
た
る
生
命
の
表
現
だ
｡
外
界
の
抑
歴
強
制
か
ら

全
-
離
れ
て
､
紹
封
自
由
の
心
境
に
立
っ
て
個
性
を
表
現
し
得
る

唯

l
の
世
界
で
あ
る
｡
名
利
を
忘
れ
奴
隷
根
性
を
去
-
1

1
切
の

帝
粁
制
縛
か
ら
放
た
れ
て
ー
そ
こ
に
は
じ
め
て
文
蛮
上
の
創
作
は

成
立
す
る
の
で
あ
る
｡
新
聞
の
月
評
を
気
に
し
た
-
1
原
稿
料
を

計
算
し
た
-
す
る
の
と
は
全
-
違
っ
た
心
境
に
入
っ
て
､
は
じ
め

て
虞
の
文
塾
作
品
は
出
来
あ
が
る
｡｣

(全
集
第
二
巻
1
四
八
頁
)

｢
生
命
力
が
抑
歴
を
受
け
る
と
こ
ろ
に
生
ず
る
苦
悶
襖
憶
が
文

垂
の
板
低
で
あ
-
1
そ
し
て
そ
の
表
現
法
が
鹿
義
の
象
徴
主
義
で

(24
)

あ
る
｣
(
一
五
四
頁
｡
魯
迅
は
､

｢諾

《苦
悶
的
象
徴
》
後
三
日
序
｣
及

び

｢苦
悶
的
象
徴
･
引
言
｣
に
於
て
､
ま
さ
に
こ
の
箇
所
を
'

｢苦
悶
の

象
徴
｣
の
主
旨
と
し
て
'
提
示
し
て
い
る
｡)

｢
即
ち
表
現
と
は
わ
れ
わ
れ
が
単
に
外
界
か
ら
の
感
覚
や
印
象

を
他
動
的
に
受
入
れ
る
の
で
は
な
-
1
内
的
生
活
の
う
ち
に
取
入

れ
た
さ
う
い
ふ
印
象
や
経
験
を
材
料
に
し
て
､
新
し
い
創
造
創
作

を
す
る
こ
と
で
あ
る
｡
か
-
い
ふ
意
味
に
於
て
わ
た
-
L
は
上
に

述
べ
た
稚
封
創
造
の
生
活
即
ち
垂
術
が
､
苦
悶
の
表
現
で
あ
る
こ

と
を
言
ひ
た
い
｡｣

(
一
六
一
頁
)
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｢
或
抽
象
的
な
思
想
や
観
念
は
決
し
て
蛮
術
を
成
さ
な
い
｡
蛮

ヽ
ヽ
ヽ

術
の
最
大
要
件
は
そ
の
具
象
性
に
あ
る
｡
即
ち
戎
思
想
内
容
が
ー

具
象
的
な
人
物
と
か
事
件
と
か
風
景
と
か
い
ふ
生
き
た
儀
の
も
の

を
通
し
て
表
現
せ
ら
れ
る
と
き
ー
換
言
す
れ
ば
夢
の
潜
在
内
容
が

奨
装
し
粉
飾
し
て
出
て
-
る
時
と
同

一
の
径
路
を
取
る
も
の
が
蛮
シソポ
ル

術
で
あ
る
｡
そ
し
て
こ
の
具
象
性
を
賦
輿
す
る
も
の
が
即
ち
象
徴

と
呼
ば
れ
る
｡
象
徴
主
義
と
は
決
し
て
前
世
紀
末
に
傍
蘭
西
詩
壇

の
1
涯
が
標
模
し
た
主
義
ば
か
-
で
は
な
-
､
す
べ
て
の
文
垂
は

古
往
今
来
､
み
な
か
か
る
意
味
に
於
て
象
徴
主
義
の
表
現
法
を
用

ゐ
て
居
る
の
だ
｡
｣

(
一
六
五
頁
)

ア
レゴ
リ
7
壬イ
プ
ル

｢
象
徴
の
外
形
の
や
や
複
雑
に
な
っ
た
も
の
が
､
訊

職

､

寓

話

ー

パ
ラ

ブル

愉

話

の

薪
で
ー
そ
れ
ら
は
あ
る
虞
理
ー
あ
る
教
訓
を
そ
の
儀
露
骨

に
ー
動
物
雷
や
人
物
事
件
に
常
て
は
め
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
｡

し
か
し
そ
の
外
形
が
更
に
一
層
複
薙
な
事
象
と
な
っ
て
､
強
い
情

緒
的
効
果
を
具

へ
刺
戟
的
性
質
を
帯
ぶ
る
に
及
ん
で
､
そ
れ
は
立

(25
)

涯
な
文
蛮
上
の
作
品
と
な
る
｡｣

(
一
六
六
貢
)

｢
内
心
に
あ
っ
て
燃
ゆ
る
が
如
き
欲
望
が
抑
歴
作
用
の
目
附
役

に
よ
っ
て
阻
止
せ
ら
れ
ー
そ
こ
に
生
ず
る
衝
突
葛
藤
が
人
間
苦
を

魯
迅
と
厨
川
白
村

(柏
原
)

な
し
て
ゐ
る
｡
然
る
に
こ
の
欲
望
の
力
が
目
附
役
の
抑
歴
か
ら
免

れ
て
絶
封
の
自
由
を
以
て
表
現
せ
ら
れ
る
唯

一
の
場
合
が
夢
で
あ

-
と
す
る
な
ら
ば
､
吾
々
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
他
の
活
動
即
ち
祉

合
生
活
､
政
治
生
活
､
経
済
生
活
､
家
族
生
活
等
に
於
て
ー
わ
れ

わ
れ
が
常
に
受
け
る
内
的
及
び
外
的
の
強
制
抑
歴
か
ら
解
放
せ
ら

れ
ー
碓
封
の
自
由
を
以
て
純
粋
創
造
を
な
し
得
る
唯

l
の
生
活
は

こ
れ
即
ち
要
衝
で
あ
る
｡｣

(
一
六
七
貢
)

｢
潜
在
意
識
の
海
の
底
の
深
い
-

と
こ
ろ
に
伏
在
し
て
ゐ
る

苦
悶
ー
即
ち
心
的
傷
害
が
象
徴
化
せ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
､

う
わ
つ

大
蛮
術
で
は
な
い
｡
深
い

上

つ

ら
の
描
寓
は
ー
如
何
に
そ
れ
が
巧

妙
な
技
巧
に
秀
で
て
ゐ
て
も
虞
の
生
命
の
蛮
術
の
や
う
に
人
を
動

か
さ
な
い
の
だ
｡
突
込
ん
だ
措
寓
と
は
風
俗
壊
乱
の
事
象
な
ど
を
ー

事
も
細
か
に
た
だ
外
面
的
に
精
需
す
る
の
謂
で
は
な
い
｡
作
家
が

自
己
の
胸
奥
を
深
-
､
ま
た
よ
-
潔
-
撹
-
下
げ
て
行
っ
て
､
自

己
の
内
容
の
底
の
底
に
あ
る
苦
悶
に
達
し
て
､
そ
こ
か
ら
蛮
術
を

生
み
出
す
と
云
ふ
意
味
で
あ
る
｡
自
己
を
探
る
こ
と
深
け
れ
ば
深

い
ほ
ど
､
そ
の
作
は
よ
-
高
-
､
よ
-
大
に
ー
よ
-
強
-
あ
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
.｣

(
一
六
八

･
7
六
九
頁
)
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魯
迅
が
あ
-
ま
で
も
自
己
を
判
断
の
中
心
に
据
え
､
自
ら
の
喜
怒
哀

楽
の
感
情
に
忠
賓
に
大
い
に
笑
い
叫
び
罵
-
し
て
ー
さ
ら
に
は
己
が

傷
口
の
凝
血
を
美
し
い
と
さ
え
思

っ
た
-
す
る
程
ま
で
に
自
己
に
固

執
し
た
と
い
-
事
は
､
魯
迅
文
学
が

(
潜
在
意
識
の
海
の
底
の
深
い

深
い
と
こ
ろ
に
伏
在
し
て
い
る
苦
悶
ー
即
ち
心
的
傷
害
が
象
徴
化
せ

ら
れ
た
も
の
)ー
換
言
す
る
な
ら
ば
t
へ
自
己
の
胸
奥
を
深
-
､
ま
た

よ
-
潔
-
撹
-
下
げ
て
行
っ
て
､
自
己
の
内
容
の
底
の
底
に
あ
る
苦

悶
に
逢
し
て
)
､

そ
し
て
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
事
に
他
な
ら
な
い
｡

魯
迅
は

｢
華
蓋
集

･
題
記
｣
に
於
て
ー
本
論
九
三

･
九
四
頁
引
用

部
に
引
き
績
い
て
ー
自
ら
の
配
野
の
狭
さ
を
反
省
し
ー
さ
ら
に
は
以

下
の
如
-
に
書
い
て
い
る
｡

｢
私
は
早
-
か
ら
中
国
の
青
年
が
立
ち
上

っ
て
ー
中
国
の
社
食
ー

文
明
に
封
し
て
､
何
ら
忌
博
の
な
い
批
評
を
加
え
る
こ
と
を
望
ん

で
来
た
o
そ
こ
で

『
葬
原
週
刊
』
を
出
版
し
ー
孝
吉
の
場
所
と
し

た
の
だ
が
､
残
念
な
が
ら
顎
言
す
る
も
の
は
甚
だ
少
な
か
っ
た
.

(略
)今
､
一
年
の
最
後
の
深
夜
で
あ
る
｡
も
-
更
け
た
こ
の
夜
も
壷

き
よ
う
と
し
て
い
る
｡
私
の
生
命
は
ー
少
な
-
と
も

一
部
分
の
生

命
は
ー
こ
れ
ら
の
つ
ま
ら
な
い
も
の
を
書
-
事
に
費
さ
れ
た
O
そ

し
て
私
の
得
た
も
の
と
言
え
ば
ー
私
自
身
の
魂
の
荒
涼
と
粗
雑
｡

だ
が
私
は
こ
れ
を
気
に
か
け
は
し
な
い
L
t
ま
た
こ
れ
を
隠
そ
う

と
も
思
わ
な
い
｡
そ
れ
ど
こ
ろ
か
本
営
は
こ
れ
ら
を
愛
し
て
さ
え

い
る
｡
な
ぜ
な
ら
ば
ー
私
が
韓
げ
な
が
ら
風
砂
の
中
に
生
活
し
た

傷
痕
で
あ
る
か
ら
だ
｡
凡
そ
自
分
も
ま
た
風
砂
の
中
を
韓
げ
な
が

ら
生
活
し
て
い
る
と
思
-
人
に
は
ー
こ
の
意
味
を
分

っ
て
も
ら
え

る
で
あ
ろ
う
｡｣

一
九
二
五
年
最
後
の
夜
､
魯
迅
は
自
ら
を
顧
み
て
漸
-
の
如
-
に

言
-
｡
そ
れ
は
同

｢
題
記
｣
の
始
め
の
部
分
ー
即
ち

｢
私
は
子
供
の
時
空
を
飛
ぶ
事
を
夢
見
た
も
の
だ
が
､
今
日
ま

で
な
お
地
上
に
い
て
ー
小
さ
な
傷
を
癒
す
こ
と
さ
え
も
で
き
な
い

始
末
で
あ
る
.
ど
う
し
て
廉
い
心
に
怒
っ
て
､

『
正
人
君
子
』
の

様
に
公
平
愛
督
､
中
正
裕
連
な
議
論
の
で
き
る
飴
裕
が
あ
ろ
う
か
｡

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
水
に
濡
れ
た
小
さ
な
蜂
は
ー
た
だ
泥
土
の
中
を

這
い
回
る
だ
け
で
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
住
む
達
人
と
は
敢
え
て
比

べ
る
べ
-
も
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
｡
だ
が
､
自
ら
が
深
い
悲
し
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み
ー
激
し
い
怒
-
を
持

っ
て
い
る
事
は
ー
決
し
て
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

に
住
む
達
人
の
理
解
で
き
る
所
で
は
な
い
｡｣

に
呼
鷹
す
る
｡
水
に
濡
れ
た
小
さ
な
蜂
が
泥
土
の
中
を
這
い
回
る
か

の
よ
う
に
ー
空
中
を
飛
ぶ
こ
と
も
で
き
ず
ー
地
上
に
自
分
の
小
さ
な

傷
さ
え
も
癒
す
事
が
で
き
ず
に
い
る
魯
迅
で
は
あ

っ
て
も
ー
そ
の
中

で
決
し
て
泣
き
濡
れ
て
は
い
な
い
｡

(
自
ら
の
深
い
悲
し
み
ー
激
し

い
怒
-
は
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
住
む
達
人
の
理
解
で
き
る
所

で
は
な

い
)
と
突

っ
掻
ね
る
O

そ
こ
に
は
ー

強
い
意
志
が
あ
る
O

そ
し
て

八
日
分
も
ま
た
風
砂
の
中
を
韓
げ
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
と
思
-
人

に
は
､
こ
の
意
味
を
分

っ
て
も
ら
え
る
で
あ
ろ
う
)
と
言
う
｡

魯
迅
は
同
伴
者
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
｡
決
し
て
指
導
者
と
な

ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
｡
そ
れ
は
次
に
引
-
彼
の
文
章
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
｡

｢
前
進
し
よ
う
と
す
る
青
年
達
は
ー
大
抵
指
導
者
を
求
め
よ
う

と
し
て
い
る
｡
し
か
し
私
は
敢
え
て
言
う
ー
彼
ら
は
永
遠
に
尋
ね

あ
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
｡
尋
ね
あ
て
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
が
ー
か
え
っ
て
幸
運
だ
｡
自
分
で
分

っ
て
い
る
者
は
､
そ

の
任
に
非
ず
と
断
る
が
1
日
任
し
て
い
る
者
が
果
し
て
本
常
に
道

魯
迅
と
厨
川
白
村

(楠
原
)

を
知

っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
｡
凡
そ
自
分
で
道
を
知

っ
て
い
る
と
任

ず
る
者
は
､
ま
ず

｢
三
十
｣
の
年
を
越
し
て
､
灰
色
に
な

っ
て
お

-
1
年
寄
-
さ
-
な

っ
て
お
-
､
圃
満
と
い
う
だ
け
だ
｡
そ
れ
を

自
分
で
は
誤

っ
て
道
を
知

っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
｡
も
し
も
本
営

に
道
を
知

っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
､
自
分
で
さ
っ
さ
と
そ
の
目
標

に
向

っ
て
進
む
だ
ろ
-
｡
ど
う
し
て
人
の
指
導
者
な
ぞ
に
な
る
こ

と
が
あ
ろ
う
か
｡｣

｢
或
い
は
､
自
分
の
あ
ま
-
頼
-
に
な
ら
な
い
事
を
知

っ
て
い

る
者
こ
そ
ー
む
し
ろ
頼
-
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
｡

青
年
は
ど
う
し
て
あ
の
金
看
板
を
か
け
て
い
る
指
導
者
を
求
め

る
必
要
が
あ
ろ
う
｡
そ
れ
よ
-
は
友
を
求
め
て
ー

一
緒
に
な

っ
て
ー

生
存
で
き
る
と
思
わ
れ
る
方
向

へ
歩
い
た
方
が
よ
い
｡
君
達
に
溢

れ
て
い
る
も
の
は
生
命
力
だ
｡
深
林
に
出
合

っ
た
ら
ー
伐
-
ひ
ら

い
て
平
地
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
ー
荒
野
に
出
合

っ
た
ら
ー
樹

木
を
植
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡
砂
漠
に
出
合

っ
た
ら
､
井
戸
を
掘

い
ば
ら

る
こ
と
が
で
き
る
｡
荊

麻

に

塞
が
れ
た
古
い
道
を
聞
い
て
何
に
な

る
｡

い
か
が
わ
し
い
阿
呆
指
導
者
を
求
め
て
何
に
な
る
｡
｣

(｢導

師
｣
､

一
九
二
五
年
五
月
十
一
日
｡
｢
華
蓋
集
｣
所
収
)
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)

｢
私

自

身
は
､

何
も
恐
れ
は
し
な
い
｡
生
命
は
私
自
身
の
も
の

だ
｡
従

っ
て
自
分
で
行
け
る
と
思
う
路
に
向

っ
て
､
大
股
に
歩
い

て
い
っ
て
構
わ
な
い
｡
た
と
い
前
方
が
深
淵
､
荊
蘇
､
峡
谷
ー
火

坑
で
あ
ろ
う
と
､
自
分
で
責
任
を
持
つ
だ
け
で
あ
る
｡
だ
が
青
年

に
向

っ
て
ー
何
か
言
う
の
は
む
つ
か
し
い
｡
も
し
盲
人
が
青
馬
に

乗

っ
た
よ
う
に
､
危
険
な
路
に
案
内
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
､
私
は

多
-
の
人
命
を
謀
殺
し
た
罪
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡｣
(｢北

京
通
信
｣
一
九
二
五
年
五
月
八
日
)

に
も
か
か
わ
ら
ず
ー
魯
迅
は
同
じ
-

｢
北
京
通
信
｣
に
於
て
､

｢
私
は
こ
-
考
え
る
｡
わ
れ
わ
れ
は
と
に
か
-
青
年
を
牢
獄
か

ら
連
れ
出
ざ
ね
ば
な
ら
な
い
と
｡
路
上
の
危
険
は
嘗
然
あ
る
が
t

L
か
し
そ
れ
は
生
き
る
事
を
求
め
て
の
偶
然
の
危
険
で
あ
-
1
避

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
｣

と
も
述
べ
て
い
る
O
そ
し
て
こ
の
年
即
ち

一
九
二
五
年
四
月
に
は
､

｢
葬
原
｣
を
主
編
襲
刊
し

(十
1
月
ま
で

｢京
報
副
刊
｣
で
週
刊
､
翌
年

1
月
か
ら
猪
立
し
'
牛
月
刊
と
し
て
未
名
証
か
ら
変
刊
)ー
魯
迅
自
ら
も
書

-
と
同
時
に
､
青
年
作
家
ー
翻
諸
家
の
養
成
に
力
を
注
い
で
い
る
｡

許
寿
裳
編

｢魯
迅
先
生
年
譜
｣
の
､

一
九
二
四
年
の
記
述
に
は
､

｢
こ
の
年
冬
か
ら
ー

『
語
林
』
週
刊
の
た
め
に
文
を
作
る
｡｣

と
有
-
､
ま
た

一
九
二
五
年
の
記
述
に
は
､

｢
こ
の
年
も

『
語
林
』
の
た
め
に
文
を
作
-
､
ま
た

『
国
民
新

報
』
副
刊
及
び
雑
誌

『
葬
原
』
を
編
集
す
る
｡｣

と
有
る
｡
こ
れ
ら
の
事
案
は
､
以
前
の
彼
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
事

で
あ
る
｡

結
果
と
し
て
魯
迅
は
や
は
-
青
年
達
の
指
導
者
で
あ

っ
た
と
言
え

る
｡
だ
が
魯
迅
に
あ
っ
て
は
ー

(
自
己
の
胸
奥
)
潔
-
か
ら
選
れ
出

す
熱
情
の
為
せ
る
業
な
の
で
あ

っ
て
､
彼
自
身
は
あ
-
ま
で
も
自
ら

の
共
鳴
者
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
｡

ま

と

め

一
九
二
四
年
二
五
年
の
両
年
に
於
け
る
魯
迅
に
つ
い
て
は
､
す
で

に
述
べ
て
来
た
通
り
で
あ
る
｡
即
ち
教
育
部
の
役
人
を
し
ー
各
大
学

で
講
師
を
し
つ
つ
､

所
謂
創
作
､

雑
感
文
に
よ
る
論
争
ー

研
諸
､

｢
葬
原
｣
編
集
等
ー
彼
の
l
生
の
内
の
ど
の
1
時
期
に
於
け
る
よ
-

も
多
様
か
つ
精
力
的
な
文
垂
活
動
に
徒
事
し
た
の
で
あ

っ
た
｡
そ
の

常
時
､
頁
文
の
必
要
は
全
-
無
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
ー
魯
迅
が
以
上

の
様
な
文
垂
活
動
に
徒
事
し
た
と
い
う
こ
と
は
ー
取
-
も
直
さ
ず
文
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撃
す
る
と
い
う
こ
と
即
ち
外
界
に
封
す
る
一
つ
の
表
現
活
動
が
ー
彼

の
本
質
に
係
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
｡

そ
れ
は
魯
迅
の
多
様
な
可
能
性
の
現
わ
れ
ー
換
言
す
る
な
ら
ば
､
外

界
に
封
し
て
な
さ
れ
た
様
々
な
可
能
性
の
試
み
で
あ

っ
た
と
言
え
よ

､つ

0恰
度
こ
の
時
期
に
､
魯
迅
は
厨
川
自
村
の

｢
苦
悶
の
象
徴
｣
･
｢象

牙
の
塔
を
出
て
｣
の
研
評
を
行
な
っ
て
い
る
｡

か
な
-
大
部
な
著
作

で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
､
こ
の
蘭
書
の
研
諾
出
版
が
極
め
て
短
期
間
の

内
に
運
ば
れ
た
こ
と
､
魯
迅
の
自
村
に
封
す
る
許
債
が
極
め
て
高
い

こ
と
か
ら
､
魯
迅
が
厨
川
自
村
の
著
作
に
封
し
て
非
常
な
感
銘
を
得

た
と
考
え
ら
れ
る
｡
両
者
の
著
述
に
見
ら
れ
る
文
学
態
度
が
ー
重
要

な
鮎
に
於
て
一
致
し
て
い
る
事
も
ー
既
に
指
摘
し
た
通
-
で
あ
る
｡

だ
が
ー
こ
の
両
者
の
年
齢
差
は
僅
か
一
歳
し
か
な
-
､
そ
の
遼
遠
も

八年
四
十
を
越
え
)
て
い
た
｡
そ
し
て
魯
迅
に
あ
っ
て
も
ー
ま
た
そ

の
時
鮎
に
至
る
ま
で
の
国
民
性
の
改
造
を
意
圏
と
す
る
､

一
貫
し
た

営
為
の
延
長
上
に
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
､
本
来
資
質
と
し
て
こ
の

両
者
に
額
似
す
る
部
分
が
有

っ
た
の
で
あ
-
1
直
接
の
影
響
関
係
は

無
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

魯
迅
と
厨
川
白
村

(楠
原
)

し
か
し
ー
少
な
-
と
も
こ
の
時
鮎
に
於
て
魯
迅
に
は
ー
厨
川
白
村

に
封
し
て
､
同
時
代
の
知
識
人
と
し
て
極
め
て
大
き
な
共
鳴
が
有

っ

た
は
ず
で
あ
る
O
魯
迅
も
自
分
で
こ
れ
だ
け
の
文
学
論
が
書
き
得
た

な
ら
ば
､
翻
諾
な
ぞ
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
O
に
も
拘
ら
ず
､
短

期
間
の
内
に
大
部
な
著
作
を
聯
讃
出
版

へ
と
運
ん
だ
と
い
う
事
は
､

そ
れ
ま
で
彼
が
創
作
活
動
を
行
な
う
に
普
た
っ
て
､
漠
然
と
し
て
い

て
未
だ
鰻
系
を
な
さ
な
か
っ
た
も
の
が
ー

｢
苦
悶
の
象
徴
｣
･
｢象
牙

の
塔
を
出
て
｣
に
於
て
は
言
葉
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な

い
｡
即
ち
前
者
に
於
て
は
､

(生
命
力
が
抑
塵
を
受
け
る
と
こ
ろ
に

生
ず
る
苦
悶
襖
慨
が
文
垂
の
板
抵
)
で
あ
る
と
い
う
文
革
の
本
質
が
､

後
者
に
於
て
は

(
し
ば
ら
-
象
牙
の
塔
を
出
で
書
窓
を
去
っ
て
ー
騒

擾
の
巷
に
立
ち
て
思
ふ
所
を
述
べ
よ
う
)
と
い
う
文
学
者
の
態
度
が
｡

そ
し
て
こ
れ
ら
が
ー
魯
迅
の
内
に
よ
-
明
確
な
核
と
な
っ
て
ー
彼
の

文
蛮
活
動
は

一
九
二
四
年
二
五
年
と
､
さ
ら
に
加
速
度
的
に
激
化
し
ー

そ
の
多
様
性
を
智
し
て
行
-
の
で
あ

っ
た
｡

そ
の
頃
の
祉
合
状
況
は
ー
魯
迅
に
と
っ
て
決
し
て
楽
天
的
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
｡

｢華
蓋
集

･
題
記
｣
本
論
八

一
頁
引
用
部
に
績
い

て
ー
彼
は
こ
-
言
う
｡
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｢
意
見
は
大
鮭

『
熱
風
』
の
も
の
と
同
じ
だ
が
､
態
度
は
あ
れ

ほ
ど
卒
直
で
は
な
-
な
っ
た
し
､
文
章
も
と
か
-
曲
-
-
ね
-
I

議
論
も
ま
た
と
か
-
小
さ
な
事
に
拘
泥
し
て
､
世
の
識
者
の
方
々

に
笑
わ
れ
そ
-
な
も
の
で
あ
る
｡
だ
が
他
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
と

い
う
の
だ
ろ
-
か
｡
私
は
今
年
は
あ
い
に
-
こ
れ
ら
の
小
さ
な
事

に
ば
か
-
め
ぐ
り
合
せ
た
の
で
あ
る
し
ー
そ
れ
で
小
さ
な
事
に
拘

泥
す
る
持
ち
前
の
癖
ば
か
-
が
出
て
来
た
の
だ
｡
｣

へ
辛
亥
革
命
を
見
､
第
二
革
命
を
見
､
衰
世
凱
の
帝
政
や
張
勅
の
復

静
を
見
､
さ
ら
に
は

｢
新
青
年
｣
の
困
髄
も
解
散
し
ー
も
は
や

l
人

ば
っ
ち
の
戦
士
と
な
-
1
陣
を
敷
-
こ
と
も
で
き
な
-
な
っ
た
)
普

時
に
あ

っ
て
､

｢
華
蓋
集
｣
所
収
の
薙
感
の
意
見
は
ー
や
は
り

｢
熱

風
｣
所
収
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
で
し
か
あ
-
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

(
態
度
も

｢熱
風
｣
の
頃
は
ど
卒
直
で
は
な
-
な
-
1
文
章
も
と
か

-
曲
り
-
ね
-
ー
議
論
も
ま
た
と
か
-
小
さ
な
事
に
拘
泥
L
V
つ
つ
､

彼
は
あ
-
ま
で
も
自
分
の
感
受
性
に
固
執
し
､
倦
ま
ず
弛
ま
ず
書
き

漬
け
て
行

っ
た
の
で
あ
る
｡

魯
迅
に
あ

っ
て
も
ー
ま
た

(
苦
悶
)
そ
の
も
の
､
即
ち

(捧
げ
な

が
ら
風
砂
の
中
に
生
活
し
た
傷
痕
)
こ
そ
が
､
書
-
と
い
-
行
為
を

生
み
出
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

四
､
従
来
の
見
解
に
封
す
る
批
判

厨
川
自
村
は
､
か
つ
て
そ
の
著
作
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ

っ
た
に

も
拘
ら
ず
ー
現
在
そ
の
名
を
殆
ど
忘
れ
去
ら
れ
た
人
で
あ
る
｡
例
え

ば
､

｢
座
談
合

･
大
正
文
学
史
｣
(柳
田
泉

･
勝
本
清
1
郎
･
猪
野
謙
二

編
､
岩
波
書
店
)
で
は
､
彼
に
つ
い
て
以
下
の
如
-
に
語
ら
れ
て
い
る
｡

o

｢猪
野
‥
中
国
の
方
で
は
武
者
小
路
寛
篤
な
ん
か
が
よ
-
義

ま
れ
た
と
か
い
う
こ
と
が
あ
る
が
､
そ
れ
に
封
し
て
匿
迫
者
と
し

て
の
日
本
の
方
で
は
ー
も

っ
ぱ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
華
や
か
な
近
代

的
文
化
だ
け
が
問
題
だ
っ
た
｡
(略
)

上
原
専
緑
‥
厨
川
自
村
の
評
債
と
い
う
も
の
も
あ
る
程
度
高
か

っ
た
と
い
う
こ
と
が
中
国
の
方
で
は
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
､
日

本
の
イ
ン
テ
リ
の
ほ
う
で
は
中
国
の
動
き
を
ほ
と
ん
ど
無
配
し
て

い
る
｡｣

(二
二
頁
)

o

｢猪
野
‥
そ
の
な
か
に
厨
川
自
村
の

『
近
代
文
学
十
講
』
で

(27
)

す
か
､
あ
れ
が
時
代
の
要
求
に
ぴ

っ
た
り
あ

っ
て
-
-
0

瀬
沼
茂
樹
‥
あ
れ
も
大
正
二
年
で
は
な
い
か
な
｡
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猪
野
‥
ず
い
ぶ
ん
版
を
重
ね
て
い
る
で
し
ょ
う
｡

柳
田
‥
あ
れ
は
受
け
た
で
す
ね
｡
私
ど
も
畢
生
に
は
｡
つ
ま
-

卒
業
論
文
の
参
考
書
に
は
ー
あ
の
程
度
が
非
常
に
よ
か
っ
た
の
で
､

非
常
に
読
ま
れ
た
｡
そ
れ
に
さ
っ
き
出
た
教
義
の
面
か
ら
も
ね
｡

瀬
沼
‥
あ
あ
い
う
ふ
う
に
講
義
の
よ
う
に
世
界
の
近
代
文
学
を

系
統
づ
け
て
整
理
し
た
読
物
は
な
か
っ
た
｡｣

(六
八
四
貢
)

o

｢猪
野
‥
し
か
し
い
ま
考
え
れ
ば
､
擬
石
の

『
文
学
評
論
』

と
は
ー
ち
ょ
っ
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
で
す
ね
ー
厨
川
自
村
と

い
う
の
は
｡

瀬
沼
‥
学
問
の
気
構
え
が
ち
が
う
か
ら
で
す
ね
｡
し
か
し
僕
は

中
学
時
代
に
讃
ん
だ
の
で
ー
中
学
生
に
は
か
え
っ
て
白
村
の
方
が

､
わ
か
-
よ
か
っ
た
｡
自
村
が
下
と
い
う
の
で
は
な
く
て
､
淑
石
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
､
文
化
史
的

･
文
学
論
的
で
あ

っ
た
の
に
射
し
て
､

自
村
の
方
が
今
日
の
よ
う
に
解
説
的
な
要
素
が
多
か
っ
た
か
ら
で

す
ね
｡

勝
本
‥
(略
)

瀬
沼
=
僕
は
自
村
を
讃
ん
で
い
る
と
､
文
学
青
年
に
は
ず
い
ぶ

ん
笑
わ
れ
た
も
の
だ
0
日
村
な
ん
か
読
ん
で
い
て
は
だ
め
だ
､
文

魯
迅
と
厨
川
白
村

(楠
原
)

撃
修
業
に
は
な
ら
ん
ー
二
番
煎
じ
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
の
で
す
｡

し
か
し
た
と
え
ば
､
象
徴
主
義
と
か
､
世
紀
末
思
想
と
か
い
う
も

の
を
手
ほ
ど
き
し
て
-
れ
た
の
は
自
村
で
す
｡｣

(六
八
五
頁
)

同
書
に
於
て
言
及
さ
れ
て
い
る
厨
川
白
村
の
著
作
は
ー
僅
か
に

｢
近

代
文
学
十
講
｣
の
み
で
あ
る
｡
だ
が
こ
の

｢
近
代
文
学
十
講
｣
に
つ

(28
)

い
て
は
､
自
村
自
身

｢巻
頭
に
｣
で
､

(書
物
に
は
二
種
あ
っ
て
､

ひ
と

他
人
さ
ま
の
た
め
に
或
事
柄
を
紹
介
し
よ
う
と
思
っ
て
書
い
た
本
と
､

自
分
の
た
め
に
､
言
は
ね
ば
腹
ふ
-
る
る
こ
と
を
外
に
洩
ら
さ
う
と

し
て
出
来
た
本
と
あ
-
ま
せ
う
が
､
こ
の
書
の
ご
と
き
は
言
ふ
ま
で

チ
ヨオ
ク

も
な
-
前
者
に
展
す
る
も
の
で
ー
ど
こ
ま
で
も

白

墨

の

に
は
ひ
の
失

せ
な
い
講
義
と
い
ふ
箭
-
で
最
初
か
ら
筆
を
と
-
ま
し
た
｡
)

と
述

べ
て
い
る
様
に
t
紹
介
を
意
圏
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
そ

し
て
こ
の
意
圏
は
､
前
掲
の
引
用
か
ら
察
し
て
も
､
ほ
ぼ
完
壁
に
果

た
さ
れ
た
と
言

っ
て
よ
い
｡

一
万
1
後
者
を
意
圏
し
て
書
か
れ
た
作

品
､
例
え
ば

｢象
牙
の
塔
を
出
て
｣
等
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
､
中
国

に
封
す
る

(
匪
迫
者
と
し
て
の
日
本
の
方
で
は
ー
も
っ
ぱ
ら
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
華
や
か
な
近
代
的
文
化
だ
け
が
問
題
)
で
あ
-
1
自
村
は
そ

の
紹
介
者
と
し
て
し
か
評
債
さ
れ
な
か
っ
た
様
で
あ
る
｡
従

っ
て
ー
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そ
れ
は
ま
た

(
二
番
煎
じ
)
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
｡
日
本
に
於
て
は
ー
厨
川
自
村
が

｢
苦
悶
の
象
徴
｣
･
｢象
牙
の
塔

を
出
て
｣
等
の
内
で
ー

一
鮭
何
を
ー
如
何
な
る
態
度
で
言
わ
ん
と
欲

し
た
か
に
つ
い
て
､
ほ
と
ん
ど
顧
慮
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
か
考
え
ら

れ
な
い
｡

そ
れ
に
封
し
て
魯
迅
は
ー
研
諸
本

｢
出
了
象
牙
之
塔

･
後
記
｣
に

於
て
､
以
下
の
如
-
に
論
ず
る
｡

｢
こ
の
本
､
な
か
で
も
最
も
重
要
な
前
の
三
編
に
つ
い
て
見
て

み
る
な
ら
ば
ー
(厨
川
白
村
は
)
確
か
に
戦
士
と
し
て
世
に
現
わ
れ
､

自
国
の
微
温

･
中
道

･
妥
協

･
虚
偽

･
狭
量

･
尊
大

･
保
守
等
の

世
俗
の
有
様
に
封
し
て
ー
辛
諌
な
攻
撃
と
仮
借
な
い
批
評
を
逐

一

加
え
て
い
る
｡
そ
れ
は
､
我
々
外
国
人
の
眼
か
ら
見
て
も
､
ま
た

『
快
刀
乱
麻
を
断
つ
』
が
如
き
爽
快
で
あ
-
､
稀
賛
を
禁
じ
得
な

い
｡｣

要
す
る
に
魯
迅
は
ー
所
謂

(戦
士
)
と
し
て
ー
即
ち
自
国
の

(微
温

･
中
道

･
妥
協

･
虚
偽

･
狭
量

･
尊
大

･
保
守
等
)
に
射
し
て
辛
殊

な
攻
撃
と
仮
借
な
い
批
評
を
加
え
た
人
と
し
て
ー
厨
川
自
村
を
高
-

評
債
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
が
､
例
え
ば
埼
田
渉
は

｢魯
迅
と
日
本
｣
(｢魯
迅
の
印
象
｣
(29
)

所
収
o
角
川
選
書
l
三
二
頁
)
に
於
て
､

以
下
の
如
-
に
述
べ
て
い
る
o

｢彼
は
ま
た
武
者
小
路
資
篤
の

『
或
る
青
年
の
夢
』
や
厨
川
自

村
の

『
苦
悶
の
象
徴
』
の
鋼
帯
は
し
た
｡
あ
る
著
作
を
自
国
語
に

翻
謬
す
る
と
い
う
こ
と
は
ー
評
者
が
そ
の
原
著
に
封
し
て
も
つ
何

ら
か
の
一
般
的
な
祉
合
的
意
味
ー
ま
た
は
特
殊
の
個
人
的
な
興
味

に
も
と
づ
-
も
の
で
あ
る
に
達
い
な
い
が
､
魯
迅
が
切
-
ひ
ら
き
ー

あ
る
い
は
打
ち
た
て
た
文
学
(小
説
お
よ
び
小
品
随
筆
も
含
め
て
)

を
平
静
に
見
て
み
る
と
ー
武
者
小
路
､
厨
川
を
含
め
て

(そ
の
一

部
分
を
参
考
と
し
た
-
あ
る
場
合
に
は
若
干
の
滋
養
と
し
な
か
っ

た
と
は
言
え
な
い
に
し
て
も
)
常
時
の
日
本
文
撃
は
ほ
と
ん
ど
特

別
な
ー
あ
る
い
は
重
要
な
は
た
ら
き
か
け
は
し
て
い
な
い
よ
う
だ
｡

武
者
小
路
ー
厨
川
の
翻
諸
に
つ
い
て
考
え
て
も
文
学
に
盛
ら
れ
た

人
道
主
義
的
な
主
張
と
か
ー
文
学
が
単
な
る
慰
み
も
の
で
は
な
-
､

ヽ
ヽ
ヽ

苦
悶
を
底
に
持
つ
も
の
だ
と
い
う
よ
う
な

一
般
的
な
考
え
方
だ
と

か
が
､
た
ま
た
ま
彼
自
身
の
見
解
に
通
じ
る
も
の
が
あ

っ
た
と
い

う
以
外
に
は
出
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
D
だ
か
ら
t
は
た
ら
き
か

け
た
ア
ト
が
若
干
あ
る
と
し
て
も
､
そ
れ
は
周
作
人
の
言
う
よ
う
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に

ー

一
部
の
筆
致
に
淑
石
の

『
猫
』
的
な
も
の
が
認
め
ら
れ
る
と

い
う
程
度
で
､
彼
の
血
肉
に
食
い
入
る
ま
で
の
影
響
は
お
ろ
か
ー

お
そ
ら
-
日
本
文
撃
は
彼
の
皮
下
ま
で
通

っ
て
い
る
も
の
は
な
い

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

と
見
ら
れ
る
｡
な
ぜ
な
ら
日
本
文
撃
を
生
む
精
神
的
基
盤
と
い
う

ヽ
ヽ

よ
り
む
し
ろ
歴
史
社
合
的
基
盤
と
ー
魯
迅
に
代
表
さ
れ
る
､
そ
し

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

て
魯
迅
を
先
駆
と
す
る
中
国
文
学
が
生
ま
れ
ね
は
な
ら
な
か
っ
た

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

精
神
的
基
盤
t
と
い
う
よ
-
む
し
ろ
歴
史
社
合
的
基
盤
と
が
非
常

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

に
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
問
題

だ
と
思
う
｡
そ
の
こ
と
は
ま
た
彼
が
最
も
影
響
を
う
け
た
と
い
わ

れ
る
ゴ
ー
ゴ
リ
や
ア
ン
ド
レ
エ
フ
や
ー
シ
ェ
ソ
キ
ヴ
ィ
ヅ
チ
を
生

ん
だ
園
の
､
そ
の
時
代
の
精
神
的
基
盤
､
と
い
-
よ
り
む
し
ろ
歴

史
杜
骨
的
基
盤
と
い
う
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
み
る
な
ら
ば
､
い

っ
そ
う

ハ
ッ
キ
リ
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
｡｣

(傍
鮎

楠
原
)

だ
が

(
文
学
が
単
な
る
慰
み
も
の
で
は
な
-
､
苦
悶
を
底
に
持
つ

も
の
だ
)
と
い
う
考
え
方
が
ー
た
と
い

(
一
般
的
)
な
も
の
で
あ

っ

(30
)

た
と
し
て
も
､
そ
の
様
な
見
解
が
､
虞
に

(
自
己
の
胸
奥
を
深
-
I

ま
た
よ
り
深
-
揺
-
下
げ
て
行
っ
て
)
逢
し
た
所
の

(
苦
悶
)
か
ら

生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
し
て
ー
読
者
に
封
し
て
説
得
力
を
持
つ
な
ら

魯
迅
と
厨
川
白
村

(楠
原
)

ば
､
そ
れ
は
や
は
-
評
債
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
そ
し
て
事
賓
魯

迅
に
封
し
て
､
そ
の
様
な
説
得
力
を
持
ち
得
た
と
い
う
事
は
ー
既
に

立
謬
し
た
通
-
で
あ
る
.
従

っ
て
ま
た
ー

(
歴
史
紅
合
的
基
盤
)
が
､

た
と
い

(
非
常
に
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
)
に
し
て
も
ー
そ
れ

が

(重
要
な
問
題
)
を
な
す
は
ず
は
無
い
の
で
あ
る
｡

例
え
ば
､

｢象
牙
の
塔
を
出
て
｣
は
ー
次
の
一
段
か
ら
始
ま
る
｡

く
つろ

｢
な
ぜ
も
つ
と

寛

い

で
飾
-
気
な
-
物
が
言

へ
な
い
の
だ
ら
う
､

気
取
っ
て
固
-
な
っ
た
-
1
論
理
の
軽
業
を
や
っ
た
-
､
有
-
ち

し
な
い
学
問
を
振
-
廻
は
し
て
利
巧
ぶ
っ
た
り
な
ぞ
し
な
い
で
､

も
つ
と
素
直
に
ー
も
つ
と
無
邪
気
に
率
直
に
､
そ
し
て
ま
た
自
然

さが

の
儀
に
物
を
言
っ
た
つ
て
､
何
も
値
打
が

下

る

わ
け
で
は
あ
る
ま

い
.
｣

(全
集
第
三
巷

二

頁
)

そ
し
て
同
書
に
は
､
次
の
様
な
記
述
さ
え
見
ら
れ
る
｡

｢
お
ゝ

田
紳
の
日
本
よ
｡
田
紳
の
特
色
は
凡
て
が
中
途
年
端
で

胡
魔
化
L
で
､
木
に
竹
を
酸
い
だ
や
う
な
所
に
あ
る
｡｣
(四
四
貢
)

以
上
の
様
な
態
度
で
語
ろ
う
と
し
た
厨
川
自
村
を
ど
う
し
て
単
な
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
的
文
化
の
紹
介
者
と
し
て
の
み
評
債
す
る
こ
と
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第
二
十
六
冊

が
で
き
よ
う
か
｡

魯
迅
に
と
っ
て
ー
例
え
ば

｢
象
牙
の
塔
を
出
て
｣
と
は
､
次
の
様

な
意
味
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
｡

｢中
国
の
改
革
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
ー
ま
ず
第

一
に
は
勿

論
贋
物
を

一
掃
し
､
新
し
い
生
命
の
誕
生
で
き
る
機
運
を
作
る
こ

と
で
あ
る
｡
(略
)
歴
史
は
過
去
の
事
跡
で
あ
り
､
国
民
性
は
未
来

に
於
て
改
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
改
革
者
の
眼
に
は
ー
過
去

と
現
在
の
物
は
す
べ
て
無
に
等
し
い
｡
こ
の
本
の
中
に
は
､
こ
の

様
な
意
味
の
事
が
書
か
れ
て
い
る
｡｣

｢著
者
の
指
摘
す
る
微
温

･
中
道

･
妥
協

･
虚
偽

･
狭
量

･
尊

大

･
保
守
等
の
世
俗
の
有
様
は
ー
ま
る
で
中
国
に
つ
い
て
言

っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑

っ
て
も
い
い
位
で
あ
る
｡
(略
)
著
者
は

既
に
こ
れ
を
重
病
だ
と
見
な
し
､
診
断
の
後
塵
方
し
た
の
で
あ
る

か
ら
､
同
病
の
中
国
に
於
て
､
そ
れ
を
借
-
て
少
年
少
女
達
の
参

考
或
い
は
服
用
に
供
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
｡
恰
度
キ
ニ
ー
ネ
が

日
本
人
の
マ
ラ
リ
ア
を
治
せ
る
以
上
は
ー
中
国
人
の
そ
れ
も
治
せ

る
よ
う
に
｡
｣
(｢出
了
象
牙
之
塔

･
後
記
｣)

そ
し
て
､
中
国
に
於
て
魯
迅
全
集
が
出
版
さ
れ
る
限
-
､
魯
迅
評
に

よ
る
厨
川
自
村
の
著
作
も
ま
た
出
版
さ
れ
績
け
る
の
で
あ
る
｡

五
､
お

わ

り

に

以
上
ー
魯
迅
の
一
九
二
四
年
二
五
年
に
於
け
る
文
聾
活
動
か
ら
ー

少
な
-
と
も
こ
の
時
期
ま
で
に
於
て
､
文
学
す
る
と
い
う
事
即
ち
書

-
と
い
う
事
が
､
彼
に
と
っ
て
如
何
な
る
意
味
を
持

つ
行
為
で
あ

っ

た
の
か
に
つ
い
て
論
究
し
て
来
た
｡
今
後
は
ー
さ
ら
に
こ
の
小
論
に

於
て
明
ら
か
に
し
た
見
解
に
基
づ
い
て
ー

｢紡
径
｣
を
始
め
と
す
る

魯
迅
の
所
謂

(創
作
)
に
つ
い
て
考
え
て
行
き
た
い
｡
ま
た

一
九
二

六
年
以
降
の
著
作
の
大
牛
を
雑
感
が
占
め
る
に
至
っ
た
の
は
､
結
局

の
と
こ
ろ
常
時
の
慌
し
-
苛
酷
な
情
勢
の
も
と
で
飴
儀
な
-
せ
ら
れ

た
も
の
な
の
か
｡
或
い
は
ー

一
個
人
と
し
て
そ
の
様
に
赦
合
に
封
崎

す
る
事
が
､
や
は
-
理
想
的
な
形
で
あ

っ
た
の
か
O
そ
し
て
､
そ
れ

は
外
界
に
封
す
る
表
現
形
式
に
於
け
る
成
熟
で
も
あ

っ
た
の
か
｡
虚

構
-

個
人
I

民
族
の
間
に
は
t

l
鰻
如
何
な
る
か
ら
-
-
が
存

在
す
る
の
か
ー
等
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
行
き
た
い
と
思
-
0

二

九
七
五
年

一
月
十
五
日
)
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4 3 2 1

注
｢
魯
迅
年
譜
｣

(中
川
俊
編
)
参
照
｡

｢集
外
集
｣
･
｢集
外
集
拾
遺
｣
に
も
若
干
所
収
｡

｢南
腔
北
調
集
｣
所
収
｡

｢
故
事
新
編
｣
所
収
の
作
品

補
天

1
九
二
二
年
十

1
月
作

奔
月

一
九
二
六
年
十
二
月

理
水

〇

一
九
三
五
年
十

一
月

采
微

〇

一
九
三
五
年
十
二
月

蘇
創

1
九
二
六
年

十
月

出
関

〇

一
九
三
五
年
十
二
月

非
攻

〇

一
九
三
四
年

八
月

起
死

〇

一
九
三
五
年
十
二
月

｢
『
自
選
集
』
自
序
｣

が

一
九
三
二
年
に
書
か
れ
て
か
ら
､
新
た
に

｢
故
事
新
編
｣
所
収
の
作
品
五
編
が
書
か
れ
て
い
る
｡

｢
故
事
新
編
｣

に
つ
い
て
は
､
別
の
横
合
に
詳
細
に
論
じ
た
い
｡

(5
)

｢
朝
花
夕
拾
｣
全
十
編
は
､

一
九
二
六
年
に
書
か
れ
た
｡
そ
の
中

の
五
編
は
北
京
で
､

他
の
五
編
は
度
門
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

(魯
迅
は
l
九
二
六
年
八
月
二
十
六
日
北
京
を
襲
ち
'
九
月
四
日
匿
門

着
｡
二
七
年

一
月
十
六
日
展
門
を
襲
ち
､
十
八
日
展
州
着
｡)
備
'
｢
小

引
｣
は
二
七
年
五
月

1
日
'

｢後
記
｣
は
二
七
年
七
月
十

1
日
､
虞
州

に
て
書
か
れ
た
｡

(6
)

魯
迅
全
集
第
二
十
巻

(人
民
文
学
出
版
社
､

一
九
七
三
年
)
所
収

魯
迅
と
厨
川
白
村

(楠
原
)

(7
)

｢南
腔
北
調
集
｣
所
収
｡

(8
)

厨
川
自
村
の
生
前
､
雑
誌

｢改
造
｣

(大
正
十
年

(
一
九
二
一
)

1
月
)
に

｢
苦
悶
の
象
徴
｣
の
前
半
で
あ
る
第

1
章
及
び
第
二
章
が
掲

載
さ
れ
た
O
そ
れ
を
明
権
は
同
年

｢
撃
燈
｣
に
讃
出
｡
自
村
は
大
正
十

二
年

(
一
九
二
三
)
九
月

1
日
関
東
大
震
災
に
遭
遇
し
翌
日
死
亡
｡
そ

の
後
､
後
半
の
第
三
章
第
四
章
を
合
わ
せ
て
一
九
二
四
年
二
月
四
日
に

出
版
｡
魯
迅
が
自
村
及
び
そ
の
著
作
に
注
目
し
た
の
は
､
関
東
大
震
災

の
後
､

｢苦
悶
の
象
徴
｣
が
最
初
で
あ
る
O
全
諸
本
と
し
て
は
'
文
筆

研
究
合
叢
書
の
1
と
し
て
出
版
さ
れ
た
豊
子
憶
の
も
の
と
､
魯
迅
の
も

の
の
二
種
類
が
あ
る
｡
ま
た
へ
仲
雲
は

｢
苦
悶
の
象
徴
｣
第
三
章
を

一

九
二
四
年
十
二
月

｢
東
方
雑
誌
｣
第
二
十
班
に
讃
出
O

｢
開
於

『
苦
悶

的
象
徴
』
｣

(
一
九
二
五
年

一
月
九
日
'

｢集
外
集
拾
遺
｣
所
収
)

に

よ
る
｡

(9
)

｢象
牙
の
塔
を
出
て
｣
は
大
正
九
年

(
一
九
二
〇
)
六
月
二
十
二

日
'

｢
十
字
街
頭
を
往
-
｣
は
大
正
十
二
年
十
二
月

十
日
に
､
福
永
書

店
よ
-
出
版
｡
こ
の
論
文
に
於
て
使
用
す
る
厨
川
自
村
全
集
は
'
昭
和

四
年
改
造
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の

(全
六
巻
)
で
あ
る
｡

(10
)

｢
魯
迅
日
記
｣
及
び

｢
魯
迅
謬
文
集

･
3
｣

(人
民
文
学
出
版
社

一
九
五
八
年
)
に
よ
る
｡

(11
)

魯
迅
全
集

(人
民
文
学
出
版
社

一
九
七
三
年
)
第
十
三
巻
の
内
'

各
々
百
七
頁
､
二
百
二
十
頁
を
占
め
る
｡

(12
)

厨
川
自
村
全
集
第
二
巻

｢苦
悶
の
象
徴
｣
第
三
章
二
〇
七
頁
｡

(13
)

阪
倉
篤
太
郎
は
'
厨
川
自
村
全
集
第
三
巻

｢
朕
に
代

へて
｣
に
於
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第
二
十
六
放

て
'｢
こ
れ
な
ど
は
は
ん
の
一
些
事
に
過
ぎ
な
い
が
､
辰
夫
君

(厨
川
自

*

村
の
本
名
)
は
か
う
い
ふ
調
子
で
､
薬
弗
院
絃
欺
疾
弗
容
と
い
ふ
論
法

を
用
ゐ
た
か
ら
-
-
｣

と
書
い
て
い
る
｡

*
尚
書

説
命
上

(14
)

東
京
帝
闘
大
学
生

顔
の
黄
色
い
の
が
い
る

眼
鏡
が
い
る

羽
織
る
ば
し
か

ポ
ク
/
釦
の
直
径
が

一
寸
も
あ
る
外
套
が
い
る

乞
食
の
よ
う
な
の
も
い
る

そ
し
て
銀
座
を
あ
る
-

酔
う
と
卑
し
い
お
園
言
葉
を
わ
ざ
と
つ
か
う

学
問
の
薙
奥

人
格
の
陶
冶

そ
し
て

『
苦
悶
の
象
徴
』
は
ち
ょ
っ
と
讃
ま
せ
る
ね

ヘ
ビ
だ

そ
し
て
正
門
の
あ
た
り
を
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
歩
い
て
い
る

ふ
っ
と
ぼ
お
る
ば
か
-
蹴
っ
て
い
る
の
も
い
る

(15
)

京
都
帝
国
大
草

(16
)

厨
川
白
村
全
集
第
三
巻
六
貢

(
一
九
二
〇
年
六
月
)
｡

魯
迅
は
'

｢
題
巻
端
｣
と
し
て
諾
出
｡

(17
)

明
治
四
十
五
年
三
月
'
大
正
三
年
二
月
､
大
正
四
年
五
月
､
大
日

本
圃
書
か
ら
出
版
｡
厨
川
自
村
全
集
第

一
巻
所
収
｡
引
用
部
分
は
､
二

〇
五
頁
｡

(18
)
魯
迅
の

｢
出
了
象
牙
之
塔
｣
に
於
て
は
､
厨
川
自
村
の
原
文
の
う

ち
､
(
｢文
萄
家
と
為
政
家
と
の
接
鯛
を
如
何
に
見
る
か
｣
と
言
ふ
早
稲

田
文
学
紅
の
間
に
答

へ
た
)

｢文
学
者
と
政
治
家
｣
と
い
う

一
編
が
翻

謬
ざ
れ
て
い
な
い
O
そ
の
大
意
は
､

(
文
学
も
政
治
も
､
共
に
民
衆
の

深
い
厳
粛
な
内
的
生
活
に
根
ざ
し
た
活
動
)
で
あ
-
､
従
っ
て

八
二
着

の
問
に
は
も
つ
と
-

虞
面
目
な
接
燭
が
あ
る
べ
き
)
と
い
う
事
な
の

で
あ
る
が
､
魯
迅
は
現
在
の
中
開
に
於
て
政
治
家
達
と
こ
の
問
題
に
つ

い
て
論
じ
て
も
馬
の
耳
に
念
俳
で
あ
-
'
自
ら
の
嫌
悪
の
故
に
こ
の
一

編
だ
け
は
等
出
し
な
か
っ
た
こ
と
を
､

｢後
記
｣
に
於
て
断
っ
て
い
る
｡

但
し
改
造
社
版
厨
川
自
村
全
集
第
三
巻
の
う
ち
'
全
二
百
四
頁
を
占
め

る

｢象
牙
の
塔
を
出
て
｣
中
'
こ
の
一
編
は
僅
か
に
五
頁
を
占
め
る
の

み
で
あ
る
｡

(19
)

厨
川
自
村
全
集
第
三
巻
所
収
｡
二
二

貢
｡

(20
)

｢
十
字
街
頭
を
往
-
｣
の
内
'

｢東
西
の
自
然
詩
観
｣
･
｢
西
班
牙

劇
壇
の
将
星
｣

の
二
簾
は
'
後
に

｢
壁
下
諾
叢
｣

に
収
め
ら
れ
た
｡

｢壁
下
詳
叢
｣
は
文
蛮
論
文
選
集
で
'
作
者
十
人
'
論
文
二
十
五
簾
､

一
九
二
九
年
四
月
'
上
海
北
新
書
局
か
ら
出
版
さ
れ
た
｡

｢
魯
迅
詩
文

集

･
5
｣
に
よ
る
｡

106



(21
)

屈
原

｢離
騒
｣

(22
)

｢吹
文
噛
字

二

に
封
す
る
読
者
か
ら
の
反
論
‥
磨
仲
潜
の

｢
無

柳
的
通
信
｣
(
1
月
十
五
日
老
衰
)
･
｢
関
於

『
攻
文
噛
字
』
｣

(
一
月
十

八
日
豪
表
)
｡
潜
源
の

｢
『
攻
文
噴
字
』
是

〝
濫
詞
〃
｣

(
一
月
二
十
日

発
表
)
.

そ
の
後
､

1
月
二
十
二
日
に
魯
迅
は

｢吹
噛
之
除
｣
を
費
表
｡

さ
ら
に
潜
原
の

｢吹
聴
之
乏
味
｣
が
二
月
四
日
に
賛
表
さ
れ
魯
迅
は

そ
れ
に
封
し
て
'

｢吹
聴
未
始

〝
乏
味
〃
｣
を
二
月
十
日
に
襲
表

(
い

ず
れ
も

｢
集
外
集
｣
･
｢集
外
集
拾

遺
｣
所

収
)
｡

(23
)

｢
青
年
必
講
書
｣
に
封
す
る
桐
柏
森
の
反
論

｢
偏
見
的
経
験
｣
に

封
し
て
､

｢柳
答

〟
-
-
〃
｣
が
書
か
れ
'
熊
以
謙
の

｢
杏
哉
!
所
謂

魯
迅
先
生
的
話
｣
に
対
し
て
､
｢報

『
奇
哉
所
謂
-
‥
･』
｣
が
書
か
れ
た

(
い
ず
れ
も

｢
集
外
集
拾
遺
｣
所
収
)
O

(24
)

一
九
二
四
年
九
月
二
十
六
日
｡

｢
魯
迅
詩
文
集

･
2
｣
所
収
｡

(25
)
魯
迅
に
と
っ
て

｢
雑
文
｣
と
は
､
或
い
は
こ
の
様
な
も
の
で
あ

っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
｡

(26
)

本
論
八
八
五
引
用
部
の
績
き
で
あ
る
｡

(27
)

原
文
で
前
ペ
ー
ジ
六
八
三
貢
に
'｢柳
田
‥
あ
の
頃
外
国
文
筆
が
た

-
さ
ん
入
っ
て
き
た
と
い
う
の
は
'
大
正
文
学
の
一
つ
の
特
色
で
す
ね
｡

イ
ギ
リ
ス
ば
か
-
じ
ゃ
な
い
､
大
陸
の
が
う
ん
と
入
っ
て
き
た
O｣

と

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

あ
る
｡

｢
近
代
文
学
十
講
｣
は
へ
そ
の
様
な
時
代
の
要
求
に
ぴ
っ
た
-

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

(28
)

自
村
全
集
第

一
巻
､
五
貢
｡

魯
迅
と
厨
川
白
村

(楠
原
)

(29
)

同
様
の
見
解
に
'

片
山
智
行
の

｢
魯
迅
の
文
革
観
と

『
革
命
文

学
』
(緯
)
｣
が
あ
る
｡

｢中
閲
関
係
論
説
資
料

1
.
第
二
分
耕
(下
)

(髭

)｣
所
収
-

｢
人
文
研
究
｣

(大
阪
市
立
大
学
)
.

(30)
本
論
九
五
貢
に
於
て
引
用
｡

参

考

文

献

｢
魯
迅
全
集
｣
全
十
巻
'

全
二
十
巻

｢
魯
迅
等
文
集
｣
全
十
巻

｢
魯
迅
日
記
｣
上
巻

｢
魯
迅
俸
｣
王
士
著
者

｢魯
迅
年
譜
｣
中
川
俊
編

｢
魯
迅
選
集
｣
全
十
三
奄

:･I･･J

ll

･J

.

/･
･-

人
民
文
学
出
版
敵

一
九
七
三
年

人
民
文
革
出
版
敢

一
九
五
八
年

人
民
文
畢
出
版
社

一
九
五
九
年

香

港

文
辱
研
究
敵

大

安

一
九
六
六
年

岩
牧
書
店

｢
厨
川
自
村
全
集
｣
全
六
巻

｢
近
代
文
学
研
究
叢
書
｣
第
二
十
巻

-

厨
川
自
村
-

｢
中
野
重
治
全
集
｣
第

一
巻

｢
吉
川
幸
次
郎
全
集
｣
第
二
十
巻

｢
座
談
合

･
大
正
文
学
史
｣

改
造
祉

昭
和
四
年

i
.::.･
+.
･
::

筑
摩
書
房

筑
摩
書
房

岩
波
書
店

柳
田
泉

･
勝
本
清

一
郎

･
猪
野
謙
二
編

｢
魯
迅
の
印
象
｣
埼
田
渉
著

角
川
遺
書

｢
中
国
関
係
論
説
資
料
l
'
第
二
分
射

(下
)
(髭

)｣

｢魯
迅
の
文
学
観
と

『
革
命
文
学
』

(績
)
｣
片
山
智
行


